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一
　
は
じ
め
に

阮
籍
に
関
す
る
研
究
は
、
日
本
に
お
い
て
は
大
き
く
二
つ
の
流
れ
に
分
類
で

き
る
。
一
つ
は
福
永
光
司
氏
の
「
阮
籍
に
お
け
る
懼
れ
と
慰
め
―
阮
籍
の
生
活

と
思
想
―
」１
を
起
点
と
す
る
思
想
的
研
究
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
吉
川
幸
次

郎
氏
の
「
阮
籍
の
「
詠
壊
詩
」
に
つ
い
て
」２
を
先
駆
と
す
る
文
学
的
研
究
で

あ
る
。

福
永
氏
に
よ
る
阮
籍
が
一
瞬
の
永
遠
即
ち
エ
ク
ス
タ
シ
ス
を
体
験
し
た
と
の

指
摘
は
影
響
力
を
持
ち
、
思
想
研
究
は
そ
の
後
も
こ
の
解
釈
を
基
本
に
進
め
ら

れ
て
き
た
と
言
え
る
が
、
そ
れ
は
常
に
儒
家
思
想
と
老
荘
思
想
と
い
う
既
成
の

思
想
枠
組
み
に
依
拠
し
つ
つ
行
わ
れ
る
研
究
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
３
。
結

果
、
氏
の
指
摘
を
越
え
る
新
た
な
解
釈
も
、
新
た
な
方
法
論
も
導
入
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
反
対
に
、
吉
川
氏
が
、
阮
籍
の
視
野
の
拡
大
と
そ
の
時
間
意
識
に

つ
い
て
指
摘
し
て
以
来
、
文
学
研
究
者
は
、
阮
籍
の
描
く
大
鳥
の
修
辞
機
能
と

飛
翔
・
神
仙
の
飛
翔
・
空
間
把
握
と
い
っ
た
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
最

近
で
は
、
安
藤
信
広
氏
は
、
物
語
理
論
の
語
り
手
の
機
能
に
基
づ
い
て
『
詠
懐

詩
』
を
解
釈
す
る
４
。

日
本
以
外
の
阮
籍
研
究
の
詳
細
に
関
し
て
は
寡
聞
に
し
て
不
明
で
あ
る
が
、

台
湾
の
孫
良
水
氏
は
、
文
学
、
思
想
と
い
う
枠
組
み
で
は
な
く
美
学
の
観
点
か

ら
阮
籍
と
そ
の
著
作
を
研
究
し
て
い
る
５
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
殆
ど
は
、
阮
籍
の
テ
ク
ス
ト
は
阮
籍
の

思
想
と
心
情
を
そ
の
ま
ま
に
表
現
し
た
も
の
だ
と
考
え
、
阮
籍
の
事
跡
と
テ
ク

ス
ト
を
直
結
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
を
分
析
解
明
す
る
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
状
況
を
脱
す
る
に
は
、
阮
籍
と
テ
ク
ス
ト
を
切
り
離
し
、

予
め
思
想
と
文
学
と
い
う
枠
組
み
を
用
意
す
る
こ
と
な
く
、
阮
籍
の
テ
ク
ス
ト

内
部
の
構
造
と
各
要
素
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
以
上
の
観
点
を
離
れ
た
視
点
と
概
念
が
必
要
で
あ
る
。

本
論
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
天
と
い
う
視
点
と
空
間

と
い
う
概
念
を
手
掛
か
り
に
阮
籍
テ
ク
ス
ト
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

一

阮
籍
の
天
と
空
間

橋
　
本
　
敬
　
司

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
天
、
空
間
、
飛
翔
、
生
き
る
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る
。
で
は
何
故
天
で
あ
る
の
か
。
古
代
中
国
に
お
い
て
、
天
は
常
に
存
在
論
の

根
源
に
あ
り
人
間
存
在
も
天
下
の
治
乱
も
天
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
天
は
天
下
、
天
地
、
天
道
、
天
時
な
ど
様
々
な
熟
語

を
生
み
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
分
節
さ
れ
る
と
共
に
、
後
漢
か
ら
魏
に
か
け
て
徐
々

に
で
は
あ
る
が
、
そ
の
主
宰
性
、
絶
対
性
を
逓
減
さ
せ
空
間
と
し
て
の
把
握
へ

と
傾
い
て
い
く
潮
流
を
も
生
む
。阮
籍
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
潮
流
の
最
先
端
、

即
ち
天
と
空
間
の
思
考
の
交
差
点
に
立
つ
存
在
な
の
で
あ
り
、
そ
の
テ
ク
ス
ト

こ
そ
は
思
想
と
文
学
の
流
れ
の
重
な
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
ま
ず
は
漢
か
ら
魏
へ
の
天
観
の
変
遷
す
な
わ
ち
そ
の
主

宰
性
批
判
と
空
間
化
を
歴
史
的
に
た
ど
り
、
次
ぎ
に
、
阮
籍
が
そ
の
テ
ク
ス
ト

内
に
お
い
て
天
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
如
何
な
る
意
味
を
担
わ
せ
て
い
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
、阮
籍
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
空
間
と
時
間
が
如
何
に
表
現
さ
れ
、

言
葉
に
よ
っ
て
如
何
な
る
世
界
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
読
み
解
く
。
こ
れ

は
、
思
想
家
が
常
に
問
題
に
し
て
き
た
天
と
、
文
学
特
に
漢
以
来
の
五
言
詩
が

描
い
て
き
た
時
間
と
空
間
と
を
関
連
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
思
想
と
文
学
の

統
一
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
他
な
ら
ず
、
ま
た
阮
籍
の
歴
史
的
存
在
意
義
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
も
射
程
に
収
め
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
天
観
の
変
化

『
尚
書
』
に
お
い
て
は
、
至
る
所
で
「
天
命
」（
皋
陶
謨
、
盤
庚
、
大
誥
、

康
誥
、
召
誥
、
洛
誥
、
無
逸
、
多
方
、
呂
刑
）
が
語
ら
れ
る
。『
尚
書
』
が
説

く
天
は
、
周
の
天
子
に
命
じ
て
天
下
を
統
治
さ
せ
、
そ
の
功
罪
に
よ
っ
て
賞
罰

を
加
え
る
主
宰
者
で
あ
る
。「
天
威
」「
天
罰
」「
天
災
」「
天
休
」
と
い
う
言
葉

か
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
天
の
意
味
が
読
み
と
れ
る
。「
湯
誥
」
に
「
天
道
福
善

禍
淫
、
降
災
于
夏
、
以
彰
厥
罪
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
道
も
ま
た
賞
罰
を
行
う

主
宰
者
で
あ
る
。

春
秋
戦
国
時
代
に
至
る
と
、
こ
の
天
は
地
を
と
も
な
っ
て
「
天
地
」
と
な
り

空
間
的
に
分
節
さ
れ
、
ま
た
「
天
時
」
と
い
う
言
葉
が
現
れ
時
間
的
に
分
節
さ

れ
る
。
こ
の
天
時
は
四
時
の
循
環
を
天
そ
の
も
の
の
表
れ
と
す
る
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
は
時
令
思
想
と
し
て
結
実
す
る
。
ま
た
、
春
秋
戦
国

時
代
に
説
か
れ
る
天
道
の
意
味
は
、
四
時
の
循
環
と
し
て
規
則
正
し
く
変
化
す

る
天
の
規
則
性
・
倫
理
性
で
あ
る
。
一
体
何
故
こ
の
よ
う
に
天
に
様
々
な
意
味

を
付
与
す
る
現
象
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
周
王
朝
建
国
の
時
、
周
公
な
ど
の

人
々
が
、
本
来
理
不
尽
で
暴
力
的
で
あ
る
殷
朝
の
帝
を
倫
理
的
天
に
す
り
替
え

た
。
し
か
し
、
時
の
経
過
に
と
も
な
っ
て
、
完
全
に
正
し
い
は
ず
の
天
は
論
理

的
破
綻
を
露
呈
し
、
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
天
を
疑
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
で
も
周
国
体
制
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治
思
想
家
は
、「
天
地
」

「
天
時
」
な
ど
の
天
に
関
す
る
新
た
な
概
念
を
提
出
し
、
天
の
信
頼
性
を
保
持

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
綻
び
て
き
た
天
の
倫
理
性
を
弥
縫
す
る
た

め
に
、
天
を
空
間
的
時
間
的
法
則
的
に
分
析
し
、
そ
こ
に
天
の
信
頼
性
を
読
み

込
み
、
天
人
合
一
の
思
想
を
堅
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
春
秋
か
ら

戦
国
に
か
け
て
の
天
に
対
す
る
思
索
の
展
開
で
あ
っ
た
６
。

漢
王
朝
に
至
る
と
、
儒
者
は
皇
帝
と
王
朝
の
正
統
性
を
保
証
す
る
理
論
を
ひ

た
す
ら
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
、
漢
儒
は
周
の
賞
罰
を
下
す
天
、
主
宰

二
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者
で
あ
る
天
、
意
志
を
持
っ
た
天
を
召
還
し
、
皇
帝
を
天
子
と
し
て
天
と
関
わ

ら
せ
、
天
と
皇
天
即
ち
天
子
と
の
感
応
説
を
提
出
し
た
。
漢
儒
は
、
天
と
天
子

で
あ
る
皇
帝
の
間
で
の
み
天
人
感
応
が
起
こ
る
災
異
思
想
を
主
張
し
て
劉
氏
王

朝
の
正
統
性
の
理
由
づ
け
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
漢
王
朝
は

天
に
監
視
さ
れ
統
治
さ
れ
る
国
家
で
あ
り
、
天
の
下
に
階
層
化
さ
れ
た
社
会
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

漢
代
に
お
け
る
天
の
主
宰
性
と
災
異
性
に
関
す
る
言
説
を
、
我
々
は
簡
単
に

例
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
地
の
物
常
な
ら
ざ
る
の
變
有
る
者
、
之
を
異
と
謂
う
。
小
な
る
者
之
を

災
と
謂
う
。
災
常
に
先
ず
至
り
て
異
乃
ち
之
に
随
う
。
災
と
は
、
天
の
譴

な
り
。
異
と
は
、
天
の
威
な
り
。
之
を
譴
む
る
も
知
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち
之

を
畏
す
に
威
を
以
て
す
。（『
春
秋
繁
露
』
必
仁
且
智
）

天
の
災
變
有
る
所
以
は
何
ぞ
や
。
人
君
に
譴
告
し
、
其
の
行
を
覺
悟
し
、

過
を
悔
い

を
修
め
、
深
く
思
慮
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
所
以
な
り
。
授
神

契
に
曰
く
、
行
に

缺
有
れ
ば
、
氣
天
に
逆
き
、
情
感
じ
變
出
で
、
以
て

人
を
戒
む
る
な
り
、
と
。
災
異
と
は
、
何
の
謂
い
ぞ
や
。
春
秋
潛
潭
巴
に

曰
く
、
災
の
言
は
傷
な
り
、
事
に
隨
い
て
誅
す
。
異
の
言
は
怪
な
り
、
先

ず
發
し
て
之
を
感
動
す
る
な
り
、
と
。（『
春
秋
繁
露
』
災
變
）

世
界
は
天
に
主
宰
さ
れ
監
視
さ
れ
て
お
り
、
天
は
災
異
を
示
し
て
人
君
に
譴
告

す
る
の
で
あ
る
。

後
漢
の
批
判
的
合
理
的
思
想
家
と
さ
れ
る
王
充
に
は
、
次
の
言
説
が
あ
る
。

上
天
の
心
は
、
聖
人
の
胸
に
有
り
、
其
の
譴
告
す
る
に
及
び
て
は
、
聖
人

の
口
に
有
り
。
聖
人
の
言
を
信
ぜ
ず
し
て
、
反
り
て
災
異
の
氣
を
然
り
と

し
、
上
天
の
意
を
求
索
す
る
は
、
何
ぞ
其
れ
遠
か
ら
ん
や
。
世
に
聖
人
無

け
れ
ば
、
安
所
に
か
聖
人
の
言
を
得
ん
や
。（『
論
衡
』
譴
告
）

こ
の
よ
う
に
災
異
説
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
王
充
は
漢
王
朝
に
お
け
る
瑞
祥
を

積
極
的
に
提
唱
す
る
の
で
あ
る
。

周
の
命
を
受
く
る
者
文
、
武
な
り
。
漢
は
則
ち
高
祖
、
光
武
な
り
。
文
、

武
受
命
の
怪
を
降
す
や
、
高
祖
、
光
武
初
め
て
起
く
の
佑
に
及
ば
ず
。
孝

宣
、
孝
明
の
瑞
は
、
周
の
成
、
康
、
宣
王
よ
り
美
し
。
孝
宣
、
孝
明
の
符

瑞
は
、
唐
、
虞
以
來
、
盛
ん
な
り
と
謂
う
べ
し
。（『
論
衡
』
宣
漢
）

基
本
的
に
は
天
人
の
分
に
立
つ
王
充
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
天
の
主
宰
性
、
意

思
性
を
完
全
に
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

少
し
降
っ
て
、
王
符
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

凡
そ
人
君
の
治
、
陰
陽
を
和
す
る
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
陰
陽
は
、
天
を

以
て
本
と
為
す
。
天
心
順
へ
ば
則
ち
陰
陽
和
し
、
天
心
逆
へ
ば
則
ち
陰
陽

乖
く
。
天
は
民
を
以
て
心
と
為
し
、
民
安
樂
な
れ
ば
則
ち
天
心
順
ひ
、
民

愁
苦
な
れ
ば
則
ち
天
心
逆
ふ
。（『
潜
夫
論
』
本
政
）

王
符
は
民
の
こ
と
を
気
に
か
け
る
天
の
心
は
陰
陽
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
。
こ

の
天
は
や
は
り
意
志
の
あ
る
天
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
、
天
が

国
の
基
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

夫
れ
天
は
國
の
基
な
り
、
君
は
民
の
統
な
り
、
臣
は
治
の
材
な
り
。
工
其

の
事
を
善
く
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
先
ず
其
の
器
を
利
す
。
是
の
故
に

將
に
太
平
を
致
さ
ん
と
す
る
者
は
、
必
ず
先
ず
陰
陽
を
調
う
。
陰
陽
を
調

三
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う
者
は
、
必
ず
先
ず
天
心
に
順
う
。
天
心
に
順
う
者
は
、
必
ず
先
ず
其
の

人
を
安
ん
ず
。
其
の
人
を
安
ん
ず
る
者
は
、
必
ず
先
ず
審
か
に
其
の
人
を

擇
ぶ
。（『
潜
夫
論
』
本
政
）

こ
こ
に
は
天
人
合
一
の
考
え
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

荀
悦
に
も
同
様
の
考
え
が
あ
る
。

人
主
は
天
命
を
承
け
て
以
て
民
を
養
う
者
な
り
。
民
存
す
れ
ば
則
ち
社
稷

存
す
。
民
亡
ぶ
れ
ば
則
ち
社
稷
亡
ぶ
。
故
に
民
を
重
ん
ず
る
は
、
社
稷
を

重
ん
じ
て
天
命
を
承
く
る
所
以
な
り
。（『
申
鑑
』
雑
言
上
）

以
上
の
よ
う
に
、
漢
王
朝
は
天
命
に
よ
っ
て
人
主
が
民
を
養
い
世
界
を
統
治
す

る
と
い
う
天
人
合
一
の
世
界
観
、
社
会
観
に
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
後
漢
最
末
期
の
仲
長
党
は
全
く
異
な
る
考
え
を
主
張
し
た
。

唯
だ
人
事
を
之
れ
盡
く
す
の
み
、
天
道
を
こ
れ
學
ぶ
無
し
。
然
ら
ば
則
ち

天
下
に
王
た
り
、
大
臣
と
作
る
者
は
、
天
道
を
知
る
に
待
た
ず
。
天
の
道

を
用
い
る
に
貴
ぶ
所
の
者
は
、
則
ち
星
辰
を
指
し
て
以
て
民
事
に
授
け
、

四
時
に
順
い
て
功
業
を
興
す
こ
と
、
其
の
大
略
な
り
。
吉
凶
の
祥
、
又
た

何
ぞ
取
ら
ん
。
故
に
天
道
を
知
り
人
略
無
き
者
は
、
是
れ
巫
醫
卜
祝
の
伍
、

下
愚
不
齒
の
民
な
り
。
天
道
を
信
じ
て
人
事
に
背
く
者
は
、
是
れ

亂
迷

惑
の
主
、
覆
國
亡
家
の
臣
な
り
。
…
…
人
事
を
本
と
為
し
、
天
道
を
末
と

為
す
。（『
群
書
治
要
』）

人
事
を
本
と
し
、
天
道
を
末
と
す
る
仲
長
統
に
お
い
て
は
、
天
道
は
星
辰
の
巡

り
、
四
時
の
循
環
な
ど
人
事
に
か
か
わ
る
自
然
法
則
、
自
然
秩
序
と
し
て
捉
え

た
。
こ
れ
は
天
か
ら
主
宰
性
、
意
思
性
、
災
異
性
を
排
除
す
る
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。

建
安
の
七
子
の
一
人
で
あ
る
徐
幹
も
ま
た
、
天
道
の
主
宰
性
と
災
異
性
に
対

し
て
疑
念
を
懐
い
て
い
る
。

天
道
は
迂
闊
闇
昧
に
し
て
明
に
し
難
し
…
…
天
は
仁
を
福
せ
ん
と
欲
す
と

雖
も
、
亦
た
手
臂
を
以
て
人
を
引
く
能
は
ず
し
て
之
を
亡
ず
。
所
謂
慶
無

き
に
は
非
ざ
る
な
り
。（『
中
論
』
夭
壽
第
十
四
）

魏
に
至
る
と
、
王
弼
は
『
老
子
』
の
五
十
九
章
の
注
で
、「
上
は
天
命
を
承

け
、
下
は
百
姓
を
綏
じ
、
此
に
過
ぐ
る
莫
し
」、
七
十
二
章
の
注
で
「
天
誅
将

に
至
ら
ん
と
す
」
と
、
天
の
主
宰
性
を
示
唆
す
る
言
葉
で
『
老
子
』
を
解
釈
し

て
い
る
。
勿
論
『
老
子
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
に
準
じ
た
注
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

注
が
そ
の
ま
ま
王
弼
の
考
え
を
現
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
難
し
い
。
た

だ
、『
易
』
の
乾
卦
の
注
で
は
「
天
な
る
者
形
の
名
な
り
」
と
、
天
が
形
を
示

す
名
で
あ
る
と
言
う
。『
老
子
』
二
十
五
章
の
注
で
は
次
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

地
は
天
に
違
わ
ず
し
て
、
乃
ち
全
て
載
す
る
を
得
、
天
に
法
れ
ば
な
り
。

天
は
道
に
違
わ
ず
し
て
、
乃
ち
全
て
覆
う
を
得
、
道
に
法
れ
ば
な
り
。
道

は
自
然
に
違
わ
ず
し
て
、
乃
ち
其
の
性
を
得
、
自
然
に
法
れ
ば
な
り
。
自

然
に
法
る
と
は
、
方
に
在
り
て
は
方
に
法
り
、
圓
に
在
り
て
は
圓
に
法
り
、

自
然
に
於
い
て
違
う
所
無
き
な
り
。
自
然
は
、
無
稱
の
言
、
窮
極
の
辭
な

り
。

王
弼
の
思
想
に
お
い
て
窮
極
の
存
在
は
自
然
で
あ
り
天
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

な
天
に
対
す
る
考
え
方
は
、
天
が
窮
極
絶
対
の
主
宰
者
と
し
て
存
在
す
る
漢
代

の
思
想
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

四



広島大学大学院文学研究科論集　第68号15

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
後
漢
末
か
ら
魏
に
か
け
て
、
天
、
天
道
か
ら
そ

の
主
宰
性
・
災
異
性
・
意
思
性
を
排
除
し
、
自
然
法
則
あ
る
い
は
形
象
と
し
て

捉
え
る
思
想
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
７
。

阮
籍
の
父
阮

と
王
粲
も
ま
た
徐
幹
同
様
に
建
安
七
子
に
数
え
ら
れ
る
が
、

彼
ら
に
は
天
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
思
想
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
阮

は

「
怨
詩
」
で
「
民
生
ま
る
る
や
天
命
を
受
く
」
と
詠
み
、
民
は
生
ま
れ
な
が
ら

に
天
命
を
備
え
て
い
る
と
言
う
。「
文
質
論
」
に
お
い
て
は
「
日
月
麗
し
く
、

天
は
瞻
る
べ
き
な
る
も
附
き
難
し
」
と
、
天
は
日
月
と
し
て
可
視
的
空
間
性
を

備
え
て
い
る
が
、
付
き
従
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
人
の
能
力
を

超
え
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

王
粲
は
「
鴻
鵠
天
を
摩
し
て
飛
ぶ
」（
從
軍
詩
）、「
穴
に
臨
み
蒼
天
を
呼
び
、

涕
下
る
こ
と

縻
の
如
し
」（
詠
史
詩
）、「
天
慘
慘
と
し
て
色
無
し
」（
登
樓
賦
）

と
言
い
、
天
を
空
間
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
同
時
に

「
人
欲
す
る
に
天
違
わ
ず
、
何
ぞ
合
い

ざ
る
を
懼
れ
ん
」
と
人
の
思
い
と
天

が
違
わ
な
い
と
詠
み
、
ま
た
「
皇
天
の
命
を
賦
す
る
を
惟
う
に
、
寔
に
浩
蕩
に

し
て
均
か
ら
ず
…
…
皇
天
の
恵
な
ら
ざ
る
を
哀
し
む
」（
傷
天
賦
）、「
昊
天
豐

澤
を
降
し
、
百
卉

を
挺
す
」（
公
讌
詩
）、「
天
喪
乱
を
降
し
、
國
と
し
て

夷
び
ざ
る
靡
し
」（
贈
士
孫
文
始
）、「
天
災
害
を
降
し
、
禍
難
殷
ん
に
流
る
」

（
為
劉
荊
州
與
袁
譚
書
）
と
言
う
。
天
が
人
に
賦
与
す
る
命
は
不
均
等
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
天
が
災
異
賞
罰
を
降
し
、
国
家
の
存
亡
を
主
宰
す
る
超
越
的
存
在

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
ぎ
に
、
曹
植
の
天
の
考
え
を
見
て
み
た
い
。
天
が
単
独
で
用
い
ら
れ
た
詩

句
は
、「
龍
天
に
升
ら
ん
と
欲
し
て
浮
雲
を
須
つ
」（
當
牆
欲
高
行
）、「
天
を
仰

ぎ
て
長
く
歎
息
す
」（
盤
石
篇
）、「
王
者
以
て
天
に
帰
る
」（
駆
車
篇
）、「
穴
に

臨
み
天
を
仰
ぎ
て
歎
ず
」（
三
良
詩
）、「
翔
鳥
天
に
薄
り
て
飛
ぶ
」（
情
詩
）、

「
六
龍
天
を
仰
ぎ
て
驤
る
」（
五
遊
詠
）。
こ
れ
ら
の
詩
句
は
、
曹
植
が
天
を
空

間
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
曹
植
の
詩
に
お
い
て
、
以
下
の
よ

う
な
天
の
熟
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
天
路
安
ん
ぞ
窮
む
べ
け
ん
」（
雑
詩
六
首
）、「
自
ら
謂
う
天
路
を
終
う
」

（
吁
嗟
篇
）、「
天
覆
何
ぞ
彌
い
よ
廣
き
」（
喜
雨
）、「
仰
ぎ
て
天
阻
に
登
り

…
…
天
阻
は
越
ゆ
べ
し
」（
朔
風
詩
）、「
布
葉
天
涯
を
蓋
う
」（
升
天
行
）

「
芳
を
流
し
天
涯
に
布
く
」（
桂
之
樹
行
）、「
我
を
天
衢
に
要
む
…
…
九
天

の
上
を
徘
徊
す
」（
遷
人
篇
）「
天
衢
通
ず
」（
平
陵
東
）、「
天
地
窮
極
す

る
無
し
」（
薤
露
篇
）

天
路
、
天
覆
、
天
阻
、
天
涯
、
天
衢
、
天
地
と
い
う
言
葉
は
み
な
天
の
空
間
性
、

場
所
性
を
示
し
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
曹
植
の
創
作
で
は
な
い

が
、
天
を
空
間
と
し
て
把
握
す
る
意
識
が
よ
り
具
体
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、「
天
道
甚
だ
著
明
な
り
」（
惟
漢
行
）、「
寵
禄
は
固
よ
り
天
の
常
な

り
」（
大
魏
篇
）
と
言
う
。
こ
の
天
道
、
天
常
は
、
天
の
恒
常
不
変
の
法
則
、

秩
序
を
意
味
し
て
お
り
、「
天
の
矩
に
順
う
」（
矯
志
詩
）
の
天
の
矩
と
同
じ
意

味
で
あ
る
。

さ
て
、
曹
植
の
詩
に
は
さ
ら
に
、「
天
禄
方
に
甫
め
て
始
む
（
大
魏
篇
）、

「
骨
肉
は
天
性
然
り
」（
豫
章
行
）、「
天
威
は
干
す
べ
か
ら
ず
」（
怨
歌
行
）、

「
天
霊
は
至
徳
に
感
ず
」（
霊
芝
篇
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
天
に
関
わ
る
言
葉
は

五
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や
は
り
人
と
感
応
す
る
天
の
主
宰
性
、
根
源
性
あ
る
い
は
意
思
性
を
表
し
て
い

る
。
曹
植
は
「
飛
び
飛
び
て
蒼
天
を
摩
す
」（
野
田
黄
雀
行
）
と
詠
い
、「
蒼
天
」

で
あ
る
青
い
空
が
天
の
空
間
性
を
示
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
次
の
よ

う
に
も
詠
ん
で
い
た
。「
至
誠
に
し
て
蒼
天
を
感
ず
」（
精
微
篇
）。
こ
れ
は
蒼

天
が
単
に
青
い
空
な
の
で
は
な
く
、
至
誠
に
感
応
す
る
天
で
も
あ
る
こ
と
を
如

実
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
以
下
の
曹
植
の
詩
句
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。棄

て
置
き
て
天
命
に
委
ね
、
悠
悠
と
し
て
安
に
任
す
べ
き
（
種
葛
篇
）

天
命
我
と
違
え
り
…
…
天
命
信
に
疑
ふ
べ
し
（
贈
白
馬
王
彪
）

誠
以
天
網
不
可
重
罹
…
…
徳
は
天
地
を
象
り
…
…
命
を
天
よ
り
受
け
…
…

光
光
天
使
…
…
昊
天
は
極
ま
る
罔
く
…
…
天
其
の
衷
を
啓
く
、
天
高
く
卑

に
聴
ふ
…
…
（
責
躬
詩
）

天
亦
た
命
を
革
む
（
丹
霞
蔽
日
行
）

こ
れ
ら
の
天
命
か
ら
考
え
る
と
、
曹
植
に
は
天
を
意
志
を
持
っ
た
主
宰
者
で
あ

る
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
曹
家
の
一
員
と
し
て
天
下
統
治
を

求
め
た
彼
に
し
て
み
れ
ば
、
天
は
依
然
と
し
て
統
治
者
に
命
を
授
け
る
天
で
あ

り
、
人
間
世
界
を
統
治
す
る
主
宰
者
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
曹
植
の
詩
空
間
に
し
ば
し
ば
「
我
」
が
存
在
す
る
。「
朔
風
」

を
見
て
み
よ
う
。

俯
し
て
千
仞
に
降
り
、
仰
ぎ
て
天
阻
に
登
り
、
風
の
ご
と
く
飄
り
蓬
の
ご

と
く
飛
び
、
載
ち
寒
暑
を
離
た
り
。
千
仞
は
陟
り
易
く
、
天
阻
は
越
ゆ
べ

し
、
昔
我
同
袍
に
し
て
、
今
永
く
乖
き
別
れ
た
り
。

「
我
」
は
詩
が
描
く
空
間
と
格
闘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
そ
の
様
な
空

間
を
生
き
る
こ
と
を
命
じ
る
天
命
と
の
格
闘
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
詩
が
表

現
す
る
詩
空
間
は
や
は
り
天
命
の
世
界
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
我
」
は
生
き

る
た
め
に
、
詩
空
間
に
お
い
て
懸
命
に
天
命
と
格
闘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
詩
空
間
は
、「
我
」
が
生
き
住
む
主
観
的
空
間
で
あ
り
、
客
観
空
間

で
も
、
自
然
の
景
色
を
描
い
た
も
の
で
も
な
い
。

「
雑
詩
」
で
も
こ
の
こ
と
は
明
確
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

僕
夫
早
に
駕
を
嚴
む
、
吾
將
に
遠
く
行
き
遊
ば
ん
と
す
。
遠
く
遊
び
て
何

に
か
之
か
ん
と
欲
す
、

國
我
が
仇
た
り
。
將
に
萬
里
の
塗
を
騁
せ
ん
と

し
、
東
路
安
ん
ぞ
由
く
に
足
ら
ん
。
江
介
悲
風
多
く
、
淮
泗
急
流
を
馳
す
。

一
た
び
輕
く
濟
ら
ん
と
願
欲
え
ど
も
、
惜
し
き
か
な
方
舟
無
し
。

居
は

吾
が
志
に
非
ず
、
甘
心
し
て
國
憂
に
赴
か
ん
。

「
箜
篌
引
」
に
は
「
先
民
誰
か
死
せ
ざ
る
、
命
を
知
れ
ば
復
何
を
か
憂
へ
ん
」

と
、
天
命
を
知
れ
ば
も
う
何
も
憂
え
る
こ
と
は
な
い
と
あ
る
。「
我
」
が
生
き

る
世
界
は
や
は
り
天
命
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
い
く
つ

か
の
詩
篇
は
、「
我
」
が
生
き
る
詩
空
間
は
や
は
り
天
命
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

た
も
の
で
、
彼
が
生
き
る
詩
空
間
の
広
が
り
は
、
そ
の
天
命
的
世
界
の
広
が
り

に
等
し
く
、
彼
は
天
命
と
格
闘
し
な
が
ら
天
命
的
世
界
を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
曹
植
は
こ
の
よ
う
な
詩
空
間
を
描
き
な
が
ら
、

自
ら
も
こ
の
よ
う
な
現
実
世
界
を
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
前
漢
か
ら
後
漢
末
、
魏
晋
に
お
い
て
は
、
天
は
常
に

主
宰
性
と
意
思
性
、
災
異
性
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
天
を

六
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相
対
化
し
、
空
間
と
し
て
捉
え
る
思
想
が
生
ま
れ
、
つ
い
に
は
、
王
弼
の
自
然

の
思
想
を
生
む
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
の
流
れ
の
中
で
、
阮
籍
は
天
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
如
何
に
自
ら
の
言
語
表
現
を
紡
い
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
以
下
阮
籍
の
文
学
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
『
詠
懐
詩
』、
思
想
的
テ
ク
ス
ト

で
あ
る
「
達
荘
論
」、
そ
し
て
思
想
と
文
学
を
融
合
し
た
テ
ク
ス
ト
「
大
人
先

生
伝
」
を
読
ん
で
い
き
た
い
８
。

三
『
詠
懐
詩
』
に
お
け
る
天
と
空
間

『
詠
懐
詩
』
に
お
い
て
、
阮
籍
は
「
天
を
経
て
四
海
に
耀
や
く
」（
其
五
十

二
）、「
高
鳥
天
を
摩
し
て
飛
ぶ
」（
其
四
十
九
）
と
詠
み
、
や
は
り
天
を
空
間

だ
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
「
一
た
び
飛
び
て
青
天
に
沖
る
」

（
其
二
十
一
）、「
高
台
青
天
に
造
る
」（
其
二
十
九
）、
と
青
天
へ
と
熟
語
化
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

次
は
、
阮
籍
が
用
い
た
天
の
熟
語
で
あ
る
。

「
雲
蓋
天
網
に
切
る
」（
其
二
十
三
）、「
日
月
天

を
経
、
…
…
俯
仰
天
地

を
運
る
」（
其
二
十
八
）、「
天
道

に
し
て
悠
悠
」（
其
三
十
二
）、「
天
階

路
殊
絶
す
」（
其
三
十
五
）、「
長
剣
天
外
に
倚
る
」（
其
三
十
八
）、「
長
剣

天
外
に
出
づ
」（
其
五
十
八
）「
安
期
天
路
を
歩
む
」（
其
四
十
）、「
天
網

四
野
に
彌
く
」（
其
四
十
一
）、「
天
時
否
泰
有
り
」（
其
四
十
二
）、「
海
鳥

天
池
を
運
り
」（
其
四
十
六
）、「
遙
に
顧
み
天
津
を
望
む
」（
其
六
十
八
）

天
網
、
天

、
天
地
、
天
階
、
天
外
、
天
路
、
天
池
、
天
津
は
天
の
場
所
性
・

空
間
性
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
天
道
は
そ
の
規
則
性
・
法
則
性
を
示
し
、
天
時

は
四
時
の
巡
り
を
示
し
、
共
に
時
間
性
を
備
え
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
天

を
空
間
と
時
間
及
び
法
則
性
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

空
間
に
関
す
る
語
彙
が
特
に
多
い
こ
と
か
ら
、
阮
籍
に
お
い
て
天
を
空
間
的
に

捉
え
る
意
識
の
強
い
こ
と
が
認
識
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
詩
句
が
あ
る
。「
貴
賤
は
天
命
に
在
り
、
窮
達
は

自
ず
か
ら
時
有
り
」（
其
五
十
六
）。
こ
の
詩
句
は
容
易
に
『
論
語
』
の
「
死
生

命
有
り
、
富
貴
天
に
在
り
」
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
天
命
も
『
論
語
』
や
『
尚

書
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
人
々
を
主
宰
す
る
天
命
と
同
じ
意
味
を
備
え
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
後
ろ
の
「
窮
達
自
有
時
」
と
併
せ
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
前
漢
の
班
彪
は
、
漢
の
帝
王
の
受
命
を
論
じ
た
「
王
命

論
」
で
、「
是
の
故
に
窮
達
命
有
り
」、「
貧
窮
亦
た
命
有
る
な
り
」
と
言
い
、

窮
達
も
、
貧
窮
も
天
命
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
阮
籍
と
同
時
代

の
李
蕭
遠
は
「
運
命
論
」
に
お
い
て
天
命
の
世
界
を
明
ら
か
に
し
、「
治
亂
は

運
な
り
、
窮
達
は
命
な
り
、
貴
賤
は
時
な
り
」
と
言
い
、
治
乱
は
運
、
窮
達
は

命
、
貴
賤
は
時
と
は
っ
き
り
と
区
別
し
た
。

叔
夜
も
「
幽
憤
詩
」
に
お
い
て
、

「
窮
達
命
有
り
、
亦
た
又
何
を
か
求
め
ん
」
と
詠
い
、
窮
達
を
命
と
し
た
。
こ

の
よ
う
な
潮
流
に
反
し
て
、
後
漢
の
王
充
は
、
窮
達
に
関
し
て
「
窮
達
時
有
り
、

遭
遇
命
有
る
な
り
」（
禍

）
と
い
い
、
貴
賤
に
関
し
て
は
「
死
生
壽
夭
の
命

有
り
、
亦
た
貴
賤
貧
富
の
命
有
り
」（『
論
衡
』
命
祿
）、「
命
に
貴
賎
有
り
、
性

に
善
悪
有
り
」（
本
性
）
と
言
う
。
こ
の
言
い
方
は
阮
籍
と
同
様
で
あ
る
。
近

年
郭
店
楚
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
天
人
の
分
を
説
く
戦
国
楚
の
竹
簡
に
も
「
窮
達

七
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以
時
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
中
国
古
代
に
お
い
て
、

窮
達
を
天
命
と
す
る
天
人
合
一
の
思
想
と
窮
達
を
天
に
結
び
つ
け
ず
時
と
関
わ

ら
せ
る
天
人
の
分
へ
と
傾
く
思
想
と
の
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
阮
籍
が
説
く
天
命
は
、
王
充
が
説
い
た
よ
う
な
運
命
、
宿
命

と
同
じ
意
味
で
あ
っ
て
、
天
子
と
人
々
に
命
を
授
け
る
天
命
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
阮
籍
は
天
か
ら
主
宰
性
、
意
思
性
、
災
異
性
を
排
除
し
、
空
間
と
し

て
捉
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
阮
籍
の
天
に
対
す
る
考
え
方
は
、
間
違
い
な
く
、
後
漢
末
期
の

天
、
天
道
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
思
想
潮
流
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

『
詠
懐
詩
』
に
お
い
て
、
阮
籍
は
主
宰
性
、
意
思
性
を
排
除
し
た
天
と
し
て
の

空
間
を
、
一
体
ど
の
よ
う
に
描
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

１
　
格
闘
な
き
空
間

阮
籍
が
解
体
し
よ
う
と
す
る
天
が
主
宰
す
る
天
命
的
世
界
と
は
、
人
間
の
暴

力
に
満
ち
た
空
間
で
あ
り
、「
我
」
が
命
さ
え
守
る
こ
と
の
難
し
い
社
会
で
あ

っ
た
。『
詠
懐
詩
』
に
は
、
以
下
の
詩
句
が
あ
る
。

「
一
身
す
ら
自
ら
保
た
ず
」（
其
三
）、「
多
才
患
禍
と
為
る
」（
其
六
）、

「
怨
毒
常
に
多
き
に
苦
し
む
」（
其
十
三
）、「
終
身
薄
氷
を
履
む
」（
其
三

十
三
）、「
険
路
疑
惑
多
し
」（
其
六
十
九
）、「
高
名
志
を
し
て
惑
わ
し
め
、

重
利
心
を
し
て
憂
え
し
む
、
親
昵
も
反
側
を
懐
き
、
骨
肉
も
還
た
相
讎

す
」（
其
七
十
二
）

ま
た
「
性
命
豈
に
自
然
な
ら
ん
や
、
勢
路
由
る
所
有
り
」（
其
七
十
二
）
と
、

性
命
の
自
然
を
ね
じ
曲
げ
る
人
間
社
会
の
危
険
性
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
空
間

に
お
い
て
、
登
場
人
物
で
あ
る
「
我
」
は
一
体
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
以
下
の
よ
う
な
詩
句
が
あ
る
。

「
夜
中
寐
ぬ
る
能
わ
ず
、
起
坐
し
て
鳴
琴
を
弾
ず
」（
其
一
）、「
空
堂
の
上

を
徘
徊
す
」（
其
七
）、「
蟋
蟀
床
帷
に
鳴
く
」（
其
十
四
）「

と
し
て

自
ら
を
し
て
蚩
わ
し
む
」（
其
十
五
）、「
獨
り
空
堂
の
上
に
坐
し
…
…
日

暮
れ
て
親
友
を
思
い
、
晤
言
し
て
用
て
自
ら
写
く
。」（
其
十
七
）、「
酒
に

対
し
て
言
う
能
わ
ず
」（
其
三
十
四
）、「
彷
徨
し
て
親
友
を
思
い
、
倏
忽

に
し
て
復
た
冥
に
至
る
。
言
を
東
飛
の
鳥
に
寄
せ
、
用
て
我
が
情
を
慰
む

べ
し
」（
其
三
十
六
）、「
涕
を
揮
い
て
哀
傷
を
懐
き
、
辛
酸
誰
と
語
ら
ん

や
」（
其
三
十
七
）、「
素
琴
我
が
心
を
悽
ま
し
む
」（
其
四
十
七
）、「
泪
下

り
て
禁
ず
べ
か
ら
ず
」（
其
五
十
四
）、「
咄
咄
と
し
て
復
た
何
を
か
言
わ

ん
」（
其
六
十
九
）

「
我
」
は
眠
れ
ず
、
夜
中
に
起
き
、
鳴
琴
を
弾
き
、
誰
も
い
な
い
堂
を
徘
徊
し
、

蟋
蟀
の
鳴
き
声
を
聞
き
、
自
ら
を
あ
ざ
笑
い
、
堂
に
独
り
坐
り
、
日
が
暮
れ
て

親
友
を
思
い
相
手
が
居
る
か
の
よ
う
に
語
り
か
け
、
あ
る
い
は
、
酒
を
前
に
し

て
一
言
も
話
さ
ず
、
自
ら
を
慰
め
た
り
、
涙
を
流
し
、
悲
し
む
の
で
あ
る
。

「
我
」
は
、『
詠
懐
詩
』
の
空
間
の
中
を
生
き
る
た
め
に
、
決
し
て
周
囲
の
空
間

と
格
闘
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
自
分
の
感
情
と
周
囲
の
空
間
の
雰
囲
気
を
受

容
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
受
け
身
の
行
動
は
曹
植
の
詩
中
の

「
我
」
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
阮
籍
は
、
危
険
な
天
命
的
世
界
を

格
闘
し
な
く
と
も
生
き
て
い
け
る
空
間
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え

八
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れ
ば
、
格
闘
し
な
い
か
ら
こ
そ
生
き
て
い
け
る
空
間
、
即
ち
非
政
治
的
政
治
空

間
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

２
　
望
ま
れ
る
空
間

さ
て
、『
詠
懐
詩
』
に
は
高
所
に
登
り
遙
か
に
遠
い
空
間
を
眺
め
望
む
（
臨

む
）
詩
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

高
き
に
登
り
て
四
野
に
臨
み
、
北
の
か
た
青
山
の
阿
を
望
む
。
松
柏
岡
岑

を
翳
い
、
飛
鳥
鳴
き
て
相
過
ぐ
。
感
慨
し
て
辛
酸
を
懐
き
、
怨
毒
常
に
多

き
を
苦
し
む
。（
其
十
三
）

獨
り
坐
す
空
堂
の
上
、
誰
か
與
に
歓
ぶ
べ
き
者
ぞ
。
門
を
出
で
永
路
に
臨

み
、
行
く
車
馬
を
見
ず
。
高
き
に
登
り
て
九
州
を
望
み
、
悠
悠
と
し
て
曠

野
を
分
つ
。
孤
鳥
は
西
北
に
飛
び
、
離
獣
は
東
南
に
下
る
。
日
暮
れ
て
親

友
を
思
い
、
晤
言
し
て
用
て
自
ら
写
く
。（
其
十
七
）

夸
談
憤
懣
を
快
く
す
る
も
、
惰
慵
し
て
煩
心
發
す
。
西
北
に
不
周
に
登
り
、

東
南
に

林
を
望
む
。
曠
野
は
九
州
に
彌
く
、
崇
山
は
高
岑
を
抗
ぐ
。

一
餐
は
萬
世
に
度
り
、
千
歳
は
再
び
浮
沈
す
。
誰
か
云
う
玉
石
同
じ
と
、

泪
下
り
て
禁
ず
べ
か
ら
ず
。（
其
五
十
四
）

高
所
か
ら
眺
め
る
空
間
は
、
人
が
生
活
す
る
空
間
で
は
な
く
、
城
郭
の
外
に
果

て
し
な
く
広
が
る
人
の
い
な
い
空
間
で
あ
る
。
こ
の
空
間
と
そ
れ
を
見
る
こ
と

が
、
人
を
し
て
物
思
わ
せ
、
寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
涙
を
流
さ
せ
る
。
そ
れ
は

何
故
か
。「
我
」
は
風
が
吹
き
大
鳥
や
孤
鳥
が
飛
翔
す
る
果
て
し
な
く
広
が
る

空
間
を
見
な
が
ら
、
自
己
と
そ
の
生
活
空
間
に
思
い
を
致
す
か
ら
で
あ
る
。
宋

玉
の
「
高
唐
賦
」
の
「
登
高
遠
望
、
使
人
心
瘁
」
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
阮
籍
に
お
い
て
も
「
我
」
が
高
い
所
に
登
っ
て
遠
望
す
る
と
き
、
そ
の
目

は
眼
前
に
広
が
る
空
間
と
そ
れ
を
見
る
自
分
を
た
だ
見
つ
め
て
い
る
だ
け
な
の

で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
遠
望
が
「
我
」
を
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
詩
も
あ
る
。

北
の
か
た
乾
昧
の
谿
を
臨
み
、
西
の
か
た
行
き
て
少
任
に
遊
ぶ
。
遙
に
顧

み
て
天
津
を
望
み
、
駘
蕩
と
し
て
我
が
心
を
樂
ま
し
む
。
綺
靡
た
り
存
亡

の
門
、
一
た
び
遊
む
も
再
び
は
尋
ね
ず
。
儻
し
晨
風
鳥
に
遇
わ
ば
、
駕
を

飛
ば
し
て
南
林
に
出
で
ん
。
…
…
超
世
復
た
誰
か
禁
ぜ
ん
。（
其
六
十
八
）

北
に
乾
昧
の
谿
を
臨
み
な
が
ら
、
西
に
少
任
に
遊
び
、
は
る
か
に
天
津
を
顧
み

臨
む
こ
と
が
、
吾
が
心
を
楽
し
ま
せ
る
、
と
言
う
。
こ
の
眼
前
の
遙
か
な
空
間

は
神
仙
的
世
界
で
あ
る
が
、「
我
」
に
は
日
常
世
界
を
捨
て
て
、
現
前
に
広
が

る
こ
の
空
間
に
入
り
こ
む
決
意
が
あ
る
。
た
だ
見
る
だ
け
の
空
間
に
は
「
我
」

が
入
っ
て
ゆ
く
居
場
所
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
こ
に
は
「
我
」
が
自
ら
を
空
間
に

入
り
こ
ま
せ
存
在
場
所
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
喜
び
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
高
所
か
ら
眺
め
る
空
間
は
、
生
活
空
間
か
ら

脱
出
し
、
自
ら
を
見
つ
め
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
で
あ
る
。
戸
倉
英
美
氏
は
、

阮
籍
の
高
い
所
に
登
っ
て
眺
望
す
る
空
間
が
空
虚
で
苦
痛
で
孤
独
な
空
間
で
あ

る
と
指
摘
す
る
９

が
、
空
間
そ
れ
自
体
に
は
、
空
虚
、
苦
痛
、
孤
独
の
意
味
は

な
い
。「
我
」
が
見
る
空
間
に
は
確
か
に
人
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
悲

し
く
孤
独
な
空
間
で
は
な
い
。
天
命
に
よ
る
拘
束
か
ら
解
き
放
た
れ
、
風
が
吹

き
大
鳥
が
飛
翔
す
る
空
間
が
広
が
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
空
間
に
空
虚
や
孤
独

九
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の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
広
が
る
空
間
を
見
る
行
為
が
「
我
」
を
し
て
物

思
わ
せ
、
涙
流
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
詠
懐
詩
』
に
お
い
て
は
、
悲
し
み
・
憂
い
・
涙
を
流
す
・
孤
独
・
楽
し
み

は
全
て
「
我
」
自
身
が
自
由
に
受
け
と
め
る
体
験
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

天
命
と
否
応
な
く
格
闘
せ
ざ
る
を
得
な
い
天
命
的
世
界
を
解
体
し
、
自
由
な
る

自
己
と
無
限
に
広
が
る
空
間
を
獲
得
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
た
と
え
悲

し
み
や
憂
い
で
あ
っ
て
も
、「
我
」
は
自
分
自
身
で
自
ら
の
生
き
方
を
享
受
で

き
る
空
間
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
同
時
に
自
己
の
発
見
で
も
あ

っ
た
。

３
飛
翔
す
る
空
間

１
）
鳥
の
飛
翔

『
詠
懐
詩
』
に
は
し
ば
し
ば
大
鳥
の
飛
翔
が
描
か
れ
る
10
。
と
こ
ろ
が
、
鳴

鶴
を
追
い
か
け
崇
山
ま
で
飛
ぶ
必
要
は
な
い
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

高
鳥
山
岡
に
翔
け
、
燕
雀
下
林
に
棲
む
。
青
雲
前
庭
を
蔽
い
、
素
琴
我
が

心
を
悽
ま
し
む
。
崇
山
に
鳴
鶴
有
り
、
豈
に
相
追
尋
す
べ
け
ん
や
。（
其

四
十
七
）

次
の
よ
う
な
詩
も
あ
る
。

林
中
に
奇
鳥
有
り
、
自
ら
言
う
是
れ
鳳
凰
と
。
清
朝
醴
泉
に
飲
み
、
日
夕

山
岡
に
栖
む
。
高
く
鳴
け
ば
九
州
に
徹
し
、
頸
を
延
ば
せ
ば
八
荒
に
望
む
。

適
た
ま
商
風
の
起
る
に
逢
い
、
羽
翼
自
ら
摧
蔵
す
。
一
た
び
昆
侖
の
西
に

去
り
、
何
の
時
に
か
復
た
回
翔
せ
ん
。
但
だ
恨
む
処
る
こ
と
位
に
非
ざ
る

を
、
愴
恨
し
て
心
を
傷
ま
し
む
。（
其
七
十
九
）

鳳
凰
の
飛
翔
空
間
は
神
仙
の
空
間
に
ま
で
広
が
る
。「
我
」
は
こ
の
空
間
を
飛

翔
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
飛
翔
へ
の
憧
れ
を
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

鴻
鵠
相
随
い
飛
び
、
飛
び
飛
び
て
荒
裔
に
適
く
。
双

長
風
に
臨
ぶ
、
須

臾
に
し
て
万
里
逝
く
。
朝
に
琅

の
實
を
食
い
、
夕
べ
に
丹
山
の
際
に
宿

る
。
身
を
青
雲
の
中
に
抗
ぐ
れ
ば
、
網
羅
も
孰
ん
ぞ
能
く
制
せ
ん
。
豈
に

郷
曲
の
士
と
、
手
を
携
え
て
共
に
言
誓
せ
ん
や
。（
其
四
十
三
）

こ
こ
で
は
つ
が
い
の
鴻
鵠
の
よ
う
に
風
に
乗
っ
て
果
て
し
な
く
広
が
る
天
空
ま

で
飛
翔
し
た
い
と
い
う
思
い
が
描
か
れ
る
。
阮
籍
は
、
こ
の
鴻
鵠
の
飛
翔
を

「
須
臾
に
し
て
万
里
逝
く
」
と
描
き
、
一
瞬
に
し
て
万
里
を
飛
翔
す
る
鴻
鵠
の

飛
翔
に
よ
っ
て
時
間
と
空
間
を
巧
み
に
融
合
す
る
。
其
二
十
四
で
は
、「
願
わ

く
ば
雲
間
の
鳥
と
為
り
、
千
里
に
一
た
び
哀
鳴
せ
ん
。
三
芝
は
瀛
州
に
延
び
、

遠
遊
す
れ
ば
長
生
す
べ
し
」
と
詠
い
、
こ
れ
も
や
は
り
、
飛
翔
に
よ
っ
て
、
遠

遊
即
ち
空
間
の
広
が
り
と
長
生
即
ち
時
間
の
長
さ
を
一
つ
に
融
合
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
万
里
の
空
間
が
一
瞬
に
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
同
時
に
長
生

が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
我
」
が
、『
詠
懐
詩
』
の
「
朝
陽
は
忽
ち

蹉

た
り
、
盛
衰
は
須
臾
に
在
り
」（
其
二
十
七
）、「
人
生
は
塵
露
の
若
し
」

（
其
三
十
二
）、「
咄
嗟
し
て
老
に
行
き
至
る
」（
其
七
十
七
）
が
表
す
、
移
り
ゆ

く
時
間
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
る
。五
言
詩
の
歴
史
か
ら
す
れ
ば
、

吉
川
幸
次
郎
氏
が
「
推
移
の
悲
哀
」11
及
び
「
阮
籍
の
「
詠
懐
詩
」
に
つ
い
て
」12

で
指
摘
し
た
「
時
間
の
推
移
を
嫌
悪
す
る
感
情
」
の
克
服
を
意
味
し
て
い
る
。

十
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『
詠
懐
詩
』
は
、
天
命
に
主
宰
さ
れ
重
圧
の
あ
る
日
常
の
時
間
と
空
間
か
ら
解

き
放
た
れ
、
一
瞬
に
し
て
万
里
の
遠
く
ま
で
飛
ぶ
鴻
鵠
・
雲
間
鳥
の
飛
翔
に
よ

っ
て
時
間
と
空
間
の
融
合
を
手
に
入
れ
、
ま
た
、
遙
か
遠
く
の
空
間
に
飛
び
遊

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
永
遠
の
時
間
に
生
き
る
こ
と
を
獲
得
し
た
文
章
な
の
で
あ

る
。

２
）
神
仙
の
飛
翔

『
詠
懐
詩
』
に
お
い
て
は
、
神
仙
と
そ
の
飛
翔
も
多
く
描
か
れ
る
が
、
中
に

は
神
仙
を
信
じ
追
い
か
け
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
詩
が
見
ら
れ
る
。

天
網
四
野
に
彌
く
、
六

掩
わ
れ
て
舒
び
ず
。
…
…
生
命
に
期
度
無
く
、

朝
夕
虞
ら
ざ
る
有
り
。
列
仙
は
修
齢
を
停
め
、
志
を
養
い
て
冲
虚
に
在
り
。

雲
日
の
間
に
飄

と
し
、

か
に
世
の
路
と
殊
な
る
。
栄
名
は
己
の
寶
に

非
ず
、
声
色
も
焉
ん
ぞ
娯
し
む
に
足
ら
ん
。
薬
を
採
る
も
の
も
旋
返
す
る

無
く
、
神
仙
志
も
符
ぜ
ら
れ
ず
。
此
に
逼
ら
れ
て
良
に
惑
う
べ
く
、
我
を

し
て
久
し
く
躊
躇
せ
し
む
。（
其
四
十
一
）

こ
れ
は
、
神
仙
の
仲
間
で
は
な
い
自
己
の
神
仙
化
の
可
能
性
へ
の
懐
疑
と
表
裏

を
な
す
。

昔
神
仙
の
士
有
り
、
乃
ち
射
山
の
阿
に
処
る
。
雲
に
乗
り
飛
龍
を
御
し
、

嘘き
ょ
き
ゅ
う

し
て
瓊
華
を

く
ら

う
。
聞
く
べ
き
も
見
る
べ
か
ら
ず
、
慷
慨
し
て
嘆

き
咨
嗟
す
。
自
ら
儔
類
に
非
ざ
る
を
傷
め
ば
、
愁
苦
來
り
て
相
加
う
。
下

學
し
て
上
達
せ
ん
と
す
る
も
、
忽
忽
と
し
て
将
如
何
せ
ん
。（
其
七
十
八
）

し
か
し
な
が
ら
、
神
仙
へ
の
憧
れ
は
捨
て
ら
れ
な
い
。

北
里
に
は
奇
舞
多
く
、
濮
上
に
微
音
有
り
。
軽
薄
な
る
閑
遊
の
子
、
俯
仰

し
乍
ち
浮
沈
す
。
捷
径
は
狭
路
に
従
り
、

俛
と
し
て
荒
淫
に
趣
く
。
焉

ん
ぞ
王
子
喬
に
、
雲
に
乗
り

林
を
翔
る
を
見
ん
。
獨
り
延
年
の
術
有

り
、
以
て
吾
が
心
を
慰
む
べ
し
。（
其
十
）

仙
人
王
子
喬
が
雲
に
乗
っ
て

林
を
飛
翔
す
る
の
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
延
年
の
術
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
吾
の
心
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
遠
き
飛
翔
と
延
年
即
ち
長
い
時
間
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

次
は
、
は
っ
き
り
と
自
ら
雲
に
乗
っ
て
神
仙
と
出
会
い
永
遠
の
生
命
を
得
た

い
と
い
う
願
望
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

雲
に
乗
り
松
喬
を
招
き
、
呼
翕
す
る
こ
と
永
か
ら
ん
や
。（
其
五
十
）

朝
陽
再
び
は
盛
な
ら
ず
、
白
日
忽
ち
西
に
幽
る
。
此
を
去
る
は
俯
仰
の
若

き
も
、
如
何
ぞ
九
秋
に
似
た
る
。
人
生
は
塵
露
の
若
く
、
天
道
は

か
に

し
て
悠
悠
た
り
。
斉
の
景
は
丘
山
に
昇
り
、
涕
泗
紛
と
し
て
交
流
す
。
孔

聖
長
川
に
臨
み
、
逝
く
こ
と
忽
と
し
て
浮
く
が
若
き
を
惜
し
む
。
去
る
者

は
余
及
ば
ず
、
来
た
る
者
は
吾
留
め
ず
。
願
わ
く
は
太
華
山
に
登
り
、
上

り
て
松
子
と
遊
ば
ん
。
漁
父
は
世
の
患
い
を
知
り
、
流
れ
に
乗
り
て
軽
舟

を
泛
ぶ
。（
其
三
十
二
）

人
生
は
塵
や
露
の
よ
う
で
あ
り
、
天
道
は
悠
久
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
太
華
山
に

登
っ
て
、
上
空
を
飛
翔
す
る
仙
人
の
赤
松
子
と
遊
び
た
い
と
詠
う
。
こ
こ
に
、

神
仙
の
生
を
生
き
た
い
と
い
う
願
い
が
吐
露
さ
れ
る
。

昔
神
仙
な
る
者
有
り
、
羨
門
及
び
松
喬
。
九
陽
の
間
に

習
し
、
遐
き
に

升
り
て
雲
霄
に

う
。
人
生
は
長
久
を
樂
し
み
、
百
年
自
ら
遼
な
り
と
言

十
一
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う
。
白
日
隅
谷
に
隕
ち
、
一
夕
再
び
は
朝
せ
ず
。
豈
に
世
物
を
遺
れ
、
登

明
遂
に
飄

す
る
に
若
か
ん
や
。（
其
八
十
一
）

次
の
詩
は
、
神
仙
の
存
在
す
る
空
間
と
神
仙
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。

東
南
に
射
山
有
り
、
汾
水
は
其
の
陽
に
出
づ
。
六
龍
気
輿
に
服
し
、
雲
蓋

天
網
に
切
る
。
仙
者
四
五
人
、
逍
遙
し
て
蘭
房
に
晏
ん
ず
。
寝
息
は
純
和

に
一
に
、
呼

は
露
霜
と
成
る
。
丹
淵
の
中
に
沐
浴
し
、
日
月
の
光

に

燿
す
。
豈
に
通
霊
台
に
安
ん
ぜ
ん
や
、
遊
瀁
し
て
去
り
て
高
く
翔
る
。

（
其
二
十
三
）

こ
の
よ
う
に
神
仙
が
飛
翔
す
る
空
間
は
幸
福
そ
の
も
の
で
あ
る
。

次
は
、
自
ら
神
仙
に
な
る
詩
で
あ
る
。

願
わ
く
は
羲
和
の
轡
を
攬
り
、
白
日
を
し
て
光
を
移
さ
ざ
ら
し
め
ん
。
天

階
は
路
殊
絶
し
、
雲
漢
は

か
に
し
て
梁
無
し
。
髪
を
暘
谷
の
濱
に
濯
い
、

遠
く
昆
岳
の
傍
に
遊
ぶ
。
彼
の
列
仙
の
岨
に
登
り
、
此
の
秋
蘭
の
芳
し
き

を
採
ら
ん
。
時
路
は
烏
ぞ
争
う
に
足
ら
ん
、
太
極

翔
す
べ
し
。（
其
三

十
五
）

阮
籍
は
神
仙
の
飛
翔
を
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

危
冠
は
浮
雲
に
切
り
、
長
剣
は
天
外
に
出
づ
。
細
故
何
ぞ
慮
る
に
足
ら
ん
、

高
く
度
り
て
一
世
を
跨
ゆ
。
非
子
我
が
為
に
御
し
、
逍
遙
し
て
荒
裔
に
遊

ぶ
。
顧
み
て
西
王
母
に
謝
し
、
吾
将
に
此
よ
り
逝
か
ん
と
す
、
と
。
豈
に

蓬
戸
の
士
と
、
琴
を
弾
き
誦
し
て
言
誓
せ
ん
や
。（
其
五
十
八
）

「
高
度
一
世
を
跨
ぐ
」
と
、
空
間
の
束
縛
を
乗
り
越
え
て
高
く
飛
び
上
が
る
こ

と
は
時
間
の
束
縛
を
越
え
て
一
世
を
跨
ぐ
、
越
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
鳥

の
飛
翔
で
述
べ
た
よ
う
に
、
神
仙
の
飛
翔
も
ま
た
時
間
の
融
合
と
超
越
を
も
た

ら
す
の
で
あ
っ
た
。

以
上
『
詠
懐
詩
』
の
創
り
出
し
た
空
間
即
ち
高
所
か
ら
望
む
空
間
は
、
た
だ

果
て
し
な
く
広
が
る
空
間
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
風
が
吹
き
、
鴻
鵠
、
鳳
凰
な
ど

の
大
鳥
が
自
由
に
飛
翔
し
、
獣
も
ま
た
自
由
に
走
り
さ
る
空
間
で
あ
る
。
そ
れ

は
「
我
」
の
視
線
が
確
か
に
捉
え
た
空
間
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
神
話
伝
説
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
神
仙
的
空
間
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
結
局
は
何
処
に
も
存
在

し
な
い
空
間
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
我
」
が
格
闘
し
な
い
空
間
は
、
そ
れ

自
体
が
無
常
、
虚
無
、
孤
独
な
の
で
は
な
く
、「
我
」
を
し
て
自
己
を
思
わ
せ

る
自
己
を
見
つ
め
さ
せ
哀
し
ま
せ
、
涙
さ
せ
る
空
間
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
「
我
」
に
は
他
者
の
干
渉
や
関
与
は
一
切
な
く
、
空
間

を
眺
め
る
こ
と
で
主
体
的
に
悲
し
み
、
憂
え
、
慰
め
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

現
実
社
会
に
は
そ
の
よ
う
な
空
間
は
存
在
し
な
い
が
、
し
か
し
、
阮
籍
は
、
言

語
描
写
と
文
学
表
現
に
よ
っ
て
そ
の
様
な
自
由
な
世
界
を
創
造
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
五
言
詩
に
お
い
て
、
長
い
間
時
間
の
推
移
に
よ
っ

て
束
縛
さ
れ
た
人
の
悲
し
み
を
、
時
間
と
空
間
の
融
合
に
よ
っ
て
解
消
し
た
の

で
あ
る
。

四
「
達
荘
論
」
に
お
け
る
天
と
空
間

次
に
、「
達
荘
論
」
の
天
を
見
て
い
き
た
い
。『
荘
子
』
の
「
死
生
一
条
、
天

地
萬
物
斉
同
」
の
考
え
方
に
関
し
て
質
問
す
る
客
人
に
、
先
生
は
以
下
の
よ
う

十
二
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に
答
え
る
。

天
地
は
自
然
よ
り
生
じ
、
万
物
は
天
地
よ
り
生
ず
。
自
然
は
外
無
く
、
故

に
天
地
名
あ
り
。
天
地
は
内
有
り
、
故
に
万
物
生
ず
。

天
地
は
自
然
か
ら
生
ま
れ
、
万
物
は
天
地
か
ら
生
ま
れ
る
。
自
然
は
全
世
界
を

覆
い
尽
く
し
何
も
自
然
の
外
部
に
は
存
在
し
な
い
の
で
、そ
れ
を
天
地
と
い
う
。

天
地
の
内
部
は
空
間
的
広
が
り
な
の
で
、万
物
は
そ
こ
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

彼
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

其
の
外
無
き
に
当
た
り
て
、
誰
か
異
を
謂
わ
ん
。
其
の
内
有
る
に
当
た
り

て
、
誰
か
殊
を
謂
わ
ん
。
地
は
其
の
燥
に
流
れ
、
天
は
其
の
湿
に
抗
ひ
、

月
は
東
に
出
で
、
日
は
西
に
入
り
、
随
い
て
以
て
相
従
い
、
解
け
て
後
合

し
、
升
る
之
を
陽
と
謂
い
、
降
る
之
を
陰
と
謂
う
、
地
に
在
る
之
を
理
と

謂
い
、
天
に
在
る
之
を
文
と
謂
う
。
蒸
す
之
を
雨
と
謂
い
、
散
る
之
を
風

と
謂
う
。
炎
ゆ
之
を
火
と
謂
い
、
凝
る
之
を
氷
と
謂
い
、
形
あ
る
之
を
石

と
謂
い
、
象
あ
る
之
を
星
と
謂
い
、
朔
之
を
朝
と
謂
い
、
晦
之
を
冥
と
謂

い
、
通
ず
る
之
を
川
と
謂
い
、
回
る
之
を
淵
と
謂
い
、
平
か
な
る
之
を
土

と
謂
い
、
積
む
之
を
山
と
謂
う
。
男
女
位
を
同
じ
く
し
、
山
澤
気
を
通
じ
、

雷
風
相
い
射い
と

わ
ず
、
水
火
相
い
薄せ
ま

ら
ず
。
天
地
其
の
徳
を
合
し
、
日
月
其

の
光
に
順
ふ
。
自
然
は
一
体
な
れ
ば
、
則
ち
万
物
其
の
常
を
経
。
入
る
之

を
幽
と
謂
い
、
出
づ
る
之
を
章
と
謂
い
、
一
気
盛
衰
し
、
変
化
し
て
傷
は

ず
。
是
を
以
て
重
陰
雷
電
、
出
づ
る
を
異
に
す
る
に
非
ざ
る
な
り
、
天
地

日
月
物
を
殊
に
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
曰
く
、
其
の
異
な
る
者
よ
り

之
を
視
れ
ば
、
則
ち
肝
胆
も
楚
越
な
り
、
其
の
同
じ
き
者
よ
り
之
を
視
れ

ば
、
則
ち
万
物
は
一
体
な
り
。

先
生
は
言
う
、
天
は
地
・
日
・
月
・
陰
陽
と
一
つ
に
な
っ
て
世
界
を
構
成
す
る

主
要
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
言
か
ら
、
天
地
は
、
自
然
か
ら
生
ま
れ

た
空
間
で
あ
り
、
主
宰
で
あ
る
天
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
つ
ま
り
、
先
生
が
説
く
こ
の
よ
う
な
天
に
は
主
宰
性
や
意
思
性
は
な
い
。

阮
籍
は
王
弼
が
自
然
で
『
老
子
』
の
道
を
解
釈
す
る
こ
と
を
拠
り
所
に
、『
荘

子
』
の
道
を
自
然
と
見
な
し
、「
天
地
万
物
斉
同
」
を
「
自
然
一
体
」、「
万
物

一
体
」
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

人
は
天
地
の
中
に
生
ま
れ
、
自
然
の
形
を
体
す
。
身
は
、
陰
陽
の
積
気
な

り
、
性
は
五
行
の
正
性
な
り
、
情
は
、
遊
魂
の
変
欲
な
り
、
神
は
天
地
の

以
て
馭
す
る
所
の
者
な
り
。

人
は
天
地
と
い
う
空
間
の
中
に
生
ま
れ
、
そ
れ
は
自
然
の
形
を
体
現
し
た
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
人
間
存
在
も
、「
天
烝
民
を
生
じ
」（『
詩
経
』
大
雅
〈
烝
民
〉）

と
い
う
よ
う
に
天
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
然
を
体
と
し
て

天
地
の
中
に
生
ま
れ
、「
陰
陽
の
精
気
、
五
行
の
正
性
、
遊
魂
の
変
欲
、
天
地

の
以
て
馭
す
る
所
」
を
「
身
、
性
、
情
、
神
」
と
し
て
自
ら
に
得
て
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
天
地
は
、
天
の
主
宰
性
、
意
思
性
が
排
除
さ
れ
た
、
人
間
が
存
在

す
る
場
所
・
空
間
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
空
間
は
、
自
然
の
理
に
満

た
さ
れ
た
空
間
な
の
で
、
そ
の
理
が
作
用
し
な
け
れ
ば
、
つ
ま
り
誰
も
そ
の
理

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
、
天
地
日
月
の
空
間
、
朝
夕
昼
夜
の
時
間
は
変
調
を
来
し
、

人
間
社
会
も
競
争
と
利
に
趨
る
こ
と
に
満
ち
溢
れ
、
父
子
君
臣
で
さ
え
互
い
に

背
き
合
う
こ
と
に
な
る
と
言
う
。

十
三
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故
に
自
然
の
理
は
作
る
を
得
ざ
れ
ば
、
天
地
泰
な
ら
ず
し
て
日
月
争
い
随

い
、
朝
夕
期
を
失
い
て
昼
夜
分
無
く
、
競
い
逐
い
利
に
趨
り
、
舛
倚
横
馳

し
、
父
子
は
合
わ
ず
、
君
臣
は
乖
離
す
。

要
す
る
に
、「
達
荘
論
」
で
先
生
が
説
く
天
は
、
主
宰
性
、
意
思
性
、
災
異
性

を
備
え
た
存
在
で
は
な
く
、
地
・
日
・
月
な
ど
と
共
に
空
間
を
構
成
す
る
要
素

で
あ
る
。
先
生
が
提
唱
す
る
最
も
重
要
な
概
念
は
自
然
で
あ
る
。
こ
の
自
然
は

人
間
社
会
を
主
宰
し
監
視
す
る
如
何
な
る
意
志
も
な
い
が
、
し
か
し
、
天
地
空

間
を
生
じ
天
地
空
間
の
秩
序
と
規
則
を
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
自

然
が
一
種
の
空
間
と
時
間
を
貫
く
秩
序
・
規
則
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
は
一

定
の
方
向
性
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
向
性
は
人
間
社
会
に
お
い
て
は

あ
る
種
の
政
治
性
を
帯
び
た
概
念
と
な
る
。「
達
荘
論
」
は
ま
た
次
の
よ
う
に

説
く
。故

に
至
道
の
極
は
、
混
一
に
し
て
分
か
れ
ず
、
同
じ
く
一
体
を
為
し
、
得

失
聞
く
無
し
。
伏
羲
氏
は
縄
を
結
い
、
神
農
は
耕
を
教
え
、
之
に
逆
ら
う

者
は
死
し
、
之
に
順
う
者
は
生
き
、
ま
た
安
ん
ぞ
貪

の
罰
た
り
て
貞
白

の
名
た
る
を
知
ら
ん
や
。
至
徳
の
要
を
し
て
外
無
か
ら
し
む
る
の
み
。
大

均
淳
固
に
し
て
、
其
の
紀
に
貳
わ
ず
。
清
浄
寂
莫
と
し
て
、
空
豁
と
し
て

以
て
俟
つ
。
善
悪
之
を
分
か
つ
無
く
、
是
非
争
う
所
無
く
、
故
に
万
物
そ

の
所
に
反
り
て
其
の
情
を
得
る
な
り
。

至
道
の
究
極
は
混
一
で
あ
っ
て
分
離
さ
れ
ず
、
一
体
で
あ
っ
て
、
得
失
は
な
い
。

先
生
は
続
け
て
言
う
、
伏
羲
・
神
農
の
時
の
平
和
な
社
会
で
は
、
万
物
は
そ
の

あ
る
べ
き
場
所
に
帰
っ
て
ゆ
き
そ
の
本
来
の
有
る
べ
き
姿
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
、
と
。
善
悪
を
弁
別
し
な
い
、
是
非
を
争
わ
な
い
、
自
然
の
理
に

順
う
、
こ
の
よ
う
な
社
会
に
は
政
治
闘
争
は
な
い
。
こ
れ
は
人
々
を
し
て
天
命

の
束
縛
を
脱
し
、
非
政
治
的
政
治
空
間
を
生
き
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
正
に
天
命
と
い
う
政
治
性
を
取
り
除
き
、
平
和
で
調
和
的
な
非
政
治

的
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
戦
略
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
権
力
闘
争
、
政
治
的

駆
け
引
き
、
騙
し
合
い
、
経
済
競
争
が
な
い
非
政
治
的
政
治
空
間
と
は
、
世
界

の
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
空
間
で
あ
る
。
し
か
し
、「
達
荘
論
」
は
、
天
か
ら

主
宰
性
、
意
思
性
、
災
異
性
を
排
除
し
て
空
間
と
し
、
人
間
が
生
活
す
る
世
俗

社
会
を
非
政
治
的
空
間
と
し
て
描
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
達
荘
論
」
は
、

言
葉
で
創
造
し
た
世
界
が
、
人
々
を
天
命
や
政
治
の
束
縛
か
ら
解
放
し
、
自
然

な
る
非
政
治
的
空
間
を
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、
と
の
考
え
が
記
さ
れ
た
テ

ク
ス
ト
・
文
章
な
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
言
語
が
新
し
い
世
界
を
創
造
す
る
力

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
「
大
人
先
生
伝
」
の
天
と
空
間

「
大
人
先
生
伝
」
に
お
い
て
は
、
天
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
大
人
先
生
は
、
彼
に
手
紙
を
書
き
送
っ
た
人
に
答
え
て
言
う
。「
往

者
、
天
は
嘗
て
下
に
在
り
、
地
は
嘗
て
上
に
在
り
、
反
覆
顛
倒
し
、
未
だ
之
れ

を
安
固
せ
ず
し
て
」
と
、
太
古
は
天
地
が
上
下
転
倒
し
不
安
定
で
あ
っ
た
と
言

う
。
こ
の
天
は
、
人
間
社
会
を
主
宰
す
る
意
志
を
持
っ
た
存
在
で
は
な
く
、
地

と
と
も
に
世
界
を
構
成
す
る
空
間
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、「
霧
に
浮
き

天
を
凌
ぎ
經
る
所
を
恣
に
す
」
と
も
言
っ
て
お
り
、
天
が
空
間
と
し
て
の
天
で

十
四
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あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
「
時
は
歳
に
若
か
ず
、
歳
は
天
に
若
か
ず
、

天
は
道
に
若
か
ず
、
道
は
神
に
若
か
ず
。
神
は
、
自
然
の
根
な
り
」
と
も
言
っ

て
お
り
、
四
時
、
歳
と
道
に
挟
ま
れ
た
天
は
四
時
の
推
移
と
と
も
に
変
化
す
る

時
間
概
念
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
大
人
先
生
伝
」
に
お
い
て
は
、
天
は
時
間
と

空
間
二
つ
の
意
味
を
含
ん
だ
概
念
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

天
に
関
す
る
熟
語
と
し
て
は
、「
陳
天
地
之
始
」、「
天
地
為
家
」、「
天
地
之

永
」
な
ど
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
天
地
」
が
最
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、

「
陵
天
地
而
徑
行
」、「
天
地
之
外
」
な
ど
か
ら
、
天
地
が
空
間
を
意
味
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
「
天
下
」
と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
所
謂
人
間
社
会
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、「
被
九
天
以
開
除
兮
」「
跨

青
天
」、「
登
其
萬
天
而
通
觀
」
と
あ
る
九
天
、
青
天
、
万
天
も
天
に
空
間
と
し

て
の
悠
遠
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
熟
語
で
あ
る
。

大
人
先
生
は
次
ぎ
に
天
地
創
造
を
語
る
。

昔
者
天
地
開
闢
し
、
万
物
并
び
生
じ
、
大
は
其
の
性
を
恬
に
し
、
細
は
其

の
形
を
静
に
し
、
陰
は
其
の
気
を
蔵
し
、
陽
は
其
の
精
を
発
し
、
害
す
ら

避
く
る
所
無
く
、
利
す
ら
争
う
所
無
く
、
之
を
放
つ
も
失
わ
ず
、
之
を
収

む
る
も
盈
た
ず
、
亡
ぶ
る
も
夭
と
為
さ
ず
、
存
す
る
も
寿
と
為
さ
ず
、
福

も
得
る
所
無
く
、
禍
も
咎
と
す
る
所
無
く
、
各
お
の
其
の
命
に
従
い
、
度

を
以
て
相
い
守
る
。
明
ら
か
な
る
者
は
智
を
以
て
勝
た
ず
、
闇
き
者
は
愚

を
以
て
敗
れ
ず
、
弱
き
者
は
迫
る
を
以
て
畏
れ
ず
、
強
き
者
は
力
を
以
て

尽
く
さ
ず
。
蓋
し
君
無
く
し
て
庶
物
定
ま
り
、
臣
無
く
し
て
万
事
理
ま
り
、

身
を
保
ち
性
を
脩
め
、
其
の
紀
に
違
わ
ず
、
惟
だ
茲
に
然
る
が
若
く
、
故

に
能
く
長
久
な
り
。

天
地
が
開
か
れ
萬
物
が
一
斉
に
生
ま
れ
る
。
こ
の
天
地
創
造
の
時
に
は
、
君
主

が
存
在
し
な
く
と
も
庶
物
は
安
定
し
、
臣
下
が
存
在
し
な
く
と
も
万
事
は
う
ま

く
処
理
さ
れ
る
。
万
物
は
そ
の
身
を
保
ち
性
を
修
め
、
そ
の
紀
（
秩
序
、
規
則
）

に
違
わ
ず
、
た
だ
こ
こ
に
存
在
す
る
よ
う
に
存
在
す
る
、
だ
か
ら
長
久
の
生
を

得
る
の
だ
と
言
う
。
こ
の
発
言
か
ら
、
大
人
先
生
は
太
古
の
天
（
天
地
）
を
主

宰
性
、
災
異
性
、
意
思
性
は
な
い
け
れ
ど
一
定
の
秩
序
と
規
則
の
あ
る
空
間
だ

と
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
だ
か
ら
、
君
臣
が
と
も
に
政
治
に
関

わ
ら
な
く
と
も
、
平
和
で
調
和
的
社
会
を
形
成
で
き
る
の
で
あ
る
。
大
人
先
生

は
、「
達
荘
論
」
が
説
く
非
政
治
的
政
治
空
間
と
同
様
の
平
和
で
調
和
的
社
会

空
間
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
大
人
先
生
は
出
会
っ
た
ば
か
り
の
隠
士
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

故
に
至
人
に
宅
無
き
も
、
天
地
を
客
と
為
し
、
至
人
に
主
無
き
も
、
天
地

を
所
と
為
し
、
至
人
に
事
無
き
も
、
天
地
を
故
と
為
す
。

至
人
に
は
棲
む
家
が
無
い
け
れ
ど
も
、
天
地
を
住
処
と
し
、
至
人
に
対
す
る
主

人
は
居
な
い
け
れ
ど
も
、
天
地
を
客
と
し
、
至
人
に
す
る
べ
き
仕
事
は
な
い
け

れ
ど
も
、
天
地
を
仕
事
と
す
る
と
。
至
人
に
と
っ
て
天
地
そ
の
も
の
が
住
処
で

あ
り
、
客
で
あ
り
仕
事
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
是
非
の
別
無
く
、
善
悪

の
異
無
く
、
故
に
天
下
そ
の
沢
を
被
り
て
、
万
物
熾
な
る
所
以
な
り
」
と
、
そ

こ
は
や
は
り
是
非
善
悪
の
区
別
の
な
い
世
界
で
あ
る
と
い
う
。

大
人
先
生
は
、
隠
士
を
人
間
社
会
か
ら
逃
避
し
な
が
ら
も
場
所
・
空
間
に
囚

わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。十
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泰
初
の
真
人
は
、
唯
だ
大
の
根
の
み
に
し
て
、
気
を
専
ら
に
し
志
を
一
に

し
、
万
物
は
以
て
存
し
、
退
く
も
後
を
見
ず
、
進
む
も
先
を
睹
ず
、
西
北

に
発
し
て
制
を
造
り
、
東
南
を
啓
き
て
以
て
門
を
為
り
、
道
徳
を
微な

く
し

て
久
し
く
娯
し
み
、
天
地
を
跨
ぎ
て
尊
に
処
る
。
夫
れ
然
り
吾
が
体
を
成

す
な
り
。
是
を
以
て
物
を
避
け
ず
し
て
処
り
、
睹
る
所
は
則
ち
寧
く
、
物

を
以
て
累
と
為
さ
ず
、

る
所
は
則
ち
成
る
。
彷

は
以
て
其
の
意
を
舒

ば
す
に
足
り
、
浮
騰
は
以
て
其
の
情
を
逞
し
く
す
る
に
足
る
。

天
地
を
跨
い
で
尊
き
所
に
居
る
真
人
は
、
空
間
で
あ
る
天
地
に
囚
わ
れ
ず
自
由

に
飛
翔
す
る
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
逃
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
場
所
・
空

間
に
囚
わ
れ
て
い
る
隠
士
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。

次
ぎ
に
大
人
先
生
は
負
薪
者
に
出
会
う
。
彼
は
「
伏
以
俟
時
」「
志
を
得
れ

ば
命
に
従
い
て
升
り
、
勢
を
失
へ
ば
時
と

く
ず

る
」
い
う
。
大
人
先
生
は
、「
大

に
及
ば
ず
と
雖
も
、
小
を
免
る
る
に
庶
し
」
と
多
少
評
価
し
な
が
ら
も
、
負
薪

者
は
時
に
囚
わ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
、「
陰
陽
更
り
て
代
る
が
わ
る
邁

き
、
四
時
奔
り
て
相
過
ぎ
ぐ
。
仙
化
の
倏
忽
を
惟
い
、
心
は
久
し
く
留
ま
る
を

楽
し
ま
ず
。」
と
言
う
。
大
人
先
生
は
、
時
に
従
っ
て
変
化
し
、
心
を
長
い
間

一
つ
の
こ
と
一
つ
の
場
所
に
留
め
る
こ
と
は
な
い
と
。
ま
た
先
に
引
用
し
た
よ

う
に
、「
時
不
若

、

不
若
天
、
天
不
若
道
、
道
不
若
神
。
神
者
、
自
然
之

根
也
」
と
、
時
を
待
つ
即
ち
時
に
生
き
る
負
薪
者
の
時
間
世
界
は
歳
に
も
天
に

も
道
に
も
及
ば
な
い
と
言
う
。
大
人
先
生
は
、
こ
の
よ
う
に
時
よ
り
長
い
時
間

概
念
を
以
て
負
薪
者
が
時
間
世
界
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
あ

る
。

隠
士
、
負
薪
者
を
否
定
す
る
大
人
先
生
は
い
っ
た
い
何
処
に
住
み
ど
の
よ
う

に
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
語
り
手
は
言
う
。

先
生
以
て
変
に
応
じ
和
に
順
い
、
天
地
を
家
と
為
し
、
運
去
り
勢

く
ず

れ
、

魁
然
と
し
て
独
り
存
す
。自
ら
以
為
ら
く
能
く
造
化
と
推
移
す
る
に
足
り
、

故
に
黙
し
て
道
徳
を
探
り
、
世
と
同
じ
か
ら
ず
。

大
人
先
生
は
天
地
に
住
み
、
造
化
と
推
移
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
だ
と
。
大

人
先
生
自
身
も
自
ら
を
次
の
よ
う
に
言
う
。

今
吾
れ
乃
ち
天
地
の
外
に
飄

と
し
、
造
化
と
友
と
為
り
、
朝
は
湯
谷

を

し
、
夕
は
西
海
を
飲
み
、
将
に
変
化
遷
易
し
、
道
と
周
始
せ
ん
と
し
、

此
の
万
物
に
于
け
る
や
、
豈
に
厚
か
ら
ず
や
。
故
に
自
然
に
通
ぜ
ざ
る
者

は
、
以
て
道
を
言
う
に
足
ら
ず
、
昭
昭
に
暗
き
者
は
、
と
も
に
明
に
達
す

る
に
足
ら
ず
、
子
の
謂
い
か
。

と
、
天
地
の
外
に
飄

と
し
て
、
造
化
を
友
と
す
る
存
在
だ
と
い
う
。
語
り
手

が
「
萬
里
を
以
て
一

と
為
し
、
千

を
以
て
一
朝
と
為
す
」
と
言
っ
て
い
た

こ
と
と
併
せ
て
、
こ
の
言
葉
は
、
大
人
先
生
が
日
常
の
空
間
と
時
間
を
超
越
し

て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
大
人
先
生
は
天
地
空
間
を
住
処
と
し
つ
つ
も
、

天
地
に
限
定
さ
れ
拘
束
さ
れ
る
存
在
で
は
な
い
の
で
、
空
間
的
に
は
天
地
の
外

へ
出
る
こ
と
が
で
き
、
時
間
的
に
は
造
化
と
友
と
な
っ
て
日
常
の
時
間
を
超
出

で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
存
在
に
し
て
は
じ
め
て
自
然
が
理
解
で
き
、

自
然
の
根
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
人
先
生
は
更
に
、「
外
無
き
に
廓ひ
ろ

げ

て
以
て
宅
と
為
し
、
宇
宙
を
周
り
て
以
て
廬
と
為
し
」
と
果
て
し
な
い
空
間
、

宇
宙
を
住
処
と
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
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大
人
先
生
は
そ
し
て
次
の
よ
う
に
歌
う
。

崔
魏
た
る
高
山
玄
雲
を
勃
こ
し
、
朔
風
は

に
し
て
白
雪
紛
ご
な
に
、

積
水
は
陵
の
若
く
寒
人
を
傷
つ
く
。
陰
陽
は
位
を
失
い
日
月

れ
、

地

け
石
裂
け
林
木
摧
か
れ
、
火
冷
た
く
陽
凝
り
寒
懷
を
傷
つ
く
。
陽
和

微
弱
に
し
て
隆
陰
竭
き
、
海
は
凍
え
て
流
れ
ず
綿
絮
と
し
て
折
れ
、
呼
吸

は
通
ぜ
ず
寒
は
傷
つ
け
裂
く
。
氣
并
び
代
わ
る
が
わ
る
動
き
變
ず
る
こ
と

神
の
如
く
、
寒
倡
え
熱
隨
い
人
を
害
い
傷
つ
く
。

い
か
な
真
人
は
太
清

を
懐
き
、
精
神
専
一
に
し
て
意
を
用
い
る
こ
と
平
か
な
り
。
寒
暑
は
傷
う

勿
く
驚
か
ざ
る
莫
く
、
憂
患
由
る
靡
く
素
気
寧
し
。
霧
に
浮
き
天
を
凌
ぎ

経
る
所
を
恣
に
し
、
往
来
微
妙
に
し
て
路
傾
く
無
し
。
好
楽
は
世
に
非
ず

又
何
ぞ
争
わ
ん
。
人
且
つ
皆
死
す
る
も
我
独
り
生
く
。

空
間
化
さ
れ
た
天
地
も
ま
た
決
し
て
人
と
親
和
的
で
は
な
く
、
人
に
対
し
て
厳

し
い
世
界
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
混
乱
す
る
天
地
に
対
し
、
真
人
は
空
間
で
あ

る
天
、
天
地
を
超
え
る
存
在
で
あ
る
。
大
人
先
生
は
歌
う
、
天
地
の
厳
し
さ
に

拘
束
さ
れ
な
い
真
人
の
よ
う
に
天
地
の
時
空
を
超
越
し
、人
々
が
皆
死
ん
で
も
、

我
は
独
り
生
き
よ
う
、
と
。
世
界
が
滅
び
よ
う
と
も
自
分
は
時
間
と
空
間
を
超

越
し
一
人
生
き
よ
う
と
歌
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
人
先
生
の
生
き
る
こ
と
へ

の
限
り
な
き
意
志
で
あ
る
。
主
宰
で
あ
る
天
の
意
志
の
中
を
生
き
る
の
で
は
な

く
自
ら
の
意
志
と
し
て
生
き
る
13

。
こ
の
よ
う
な
大
人
先
生
の
考
え
は
、『
荘

子
』
及
び
「
達
荘
論
」
の
「
死
生
一
条
」
を
越
え
て
、
さ
ら
に
死
生
観
を
発
展

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
先
に
見
た
非
政
治
的
政
治
空
間
の

考
え
は
大
人
先
生
に
よ
っ
て
す
っ
か
り
乗
り
越
え
ら
れ
て
い
る
。

阮
籍
は
、
天
命
的
世
界
即
ち
天
が
主
宰
し
監
視
す
る
世
界
を
、
天
命
、
主
宰

を
排
除
し
た
天
地
空
間
に
転
換
し
、
ま
た
大
人
先
生
を
し
て
空
間
的
時
間
的
に

そ
の
世
界
を
超
出
さ
せ
た
の
で
、
た
と
え
天
地
が
乱
れ
て
も
彼
は
独
存
で
き
る

の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
彼
は
日
常
の
時
間
空
間
の
束
縛
を
受
け
ず
、
天
地
を

超
出
し
造
化
と
共
に
自
然
の
世
界
を
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
人
先
生
は

そ
の
飛
翔
に
よ
っ
て
時
間
と
空
間
を
超
出
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
大
人
の
飛
翔

は
後
漢
末
以
来
の
人
間
を
現
実
社
会
に
束
縛
す
る
天
の
主
宰
性
、
意
思
性
を
排

除
す
る
流
れ
を
継
承
す
る
こ
と
で
開
か
れ
た
空
間
に
お
い
て
は
じ
め
て
可
能
で

あ
っ
た
14
。

『
詠
懐
詩
』
で
は
時
空
を
融
合
す
る
大
鳥
・
神
仙
の
飛
翔
が
、「
大
人
先
生

伝
」
に
お
い
て
は
、
大
人
先
生
の
時
空
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
時
空
を
超
え

る
飛
翔
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
阮
籍
の
描
く
空
間
や
時
間
が
超
越
者
で

あ
る
天
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
、
果
て
し
な
く
広
が
る
空
間
・
永
遠
の
時
間
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
天
の
主
宰
性
、
意
思
性
を
排
除
す
る
思
想
が

言
語
描
写
、
文
学
表
現
を
通
し
て
生
み
出
し
た
思
想
、
文
学
の
時
空
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
世
界
は
現
実
の
も
の
で
は
な
く
、

思
想
と
文
学
の
空
間
に
、
言
葉
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世

界
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
阮
籍
の
事
跡
と
テ
ク
ス
ト
を
直
接
結
び
付
け
る
こ

と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
こ
に
立
っ
て
こ
そ
初
め
て
阮
籍
と

テ
ク
ス
ト
の
関
連
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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六
　
お
わ
り
に
―
空
間
と
阮
籍
―

阮
籍
と
言
え
ば
、
常
に
悲
哀
や
憂
鬱
や
孤
独
が
そ
の
存
在
を
象
徴
す
る
よ
う

に
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
悲
哀
や
孤
独
の
根
底
に
は
生
き
る
意
志

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
詠
懐
詩
』
に
は
、
以
下
の
詩
句
が
あ
る
。

「
布
衣
に
し
て
身
を
終
う
べ
し
」（
其
六
）、「
終
身
薄
氷
を
履
む
」（
其
三

十
三
）、「
龍
蛇
我
が
隣
為
り
」（
其
三
十
四
）、「
逍
遙
と
し
て
生
を
終
う

べ
し
」（
其
三
十
六
）、「
身
を
保
ち
て
道
真
を
念
う
」（
其
四
十
二
）、「
道

真
信
に
娯
し
む
べ
し
、
清
潔
精
神
を
存
す
」（
其
七
十
五
）

「
我
」
は
決
し
て
積
極
的
に
格
闘
し
な
が
ら
生
き
て
は
い
な
い
が
、
し
か
し
身

を
終
え
る
ま
で
生
き
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
る
。
悲
し
み
、
苦
し
み
、
憂
え
、

孤
独
で
、
涙
を
流
そ
う
と
も
、
決
し
て
危
険
を
冒
す
こ
と
な
く
生
き
抜
く
。
阮

籍
は
「
生
命
幾
何
時
、
慷
慨
各
努
力
」（
其
七
十
一
）
と
、
ど
れ
だ
け
あ
る
か

分
か
ら
な
い
生
命
、
発
憤
し
て
努
力
し
て
生
き
よ
、
と
詠
う
。
こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
、
大
人
先
生
の
「
独
生
」
の
「
我
」
と
『
詠
懐
詩
』
の
「
我
」
は
み

ご
と
に
重
な
る
。
文
学
や
思
想
哲
学
な
ど
と
い
っ
た
区
別
は
な
く
、
ど
ち
ら
も

生
き
る
意
志
の
歌
で
あ
る
。

我
々
は
、
漸
く
史
書
に
記
さ
れ
た
実
在
し
た
で
あ
ろ
う
阮
籍
を
語
る
場
所
へ

た
ど
り
着
い
た
と
言
え
よ
う
か
。『
晋
書
』
に
記
さ
れ
た
阮
籍
の
事
跡
は
、
そ

の
殆
ど
が
酒
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
礼
を
遵
守
す
る

行
為
と
相
反
す
る
阮
籍
の
行
為
は
み
な
酒
を
飲
ん
で
い
た
が
故
に
許
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
士
大
夫
社
会
に
お
け
る
酒
の
社
会
的
文
化
的
特
別
な
機

能
と
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
阮
籍
の
飲

酒
は
二
重
の
意
味
で
危
険
な
自
殺
行
為
で
あ
る
。
一
つ
は
、
礼
を
遵
守
し
な
い

行
為
で
あ
る
こ
と
が
常
に
社
会
的
存
在
の
危
機
を
も
た
ら
す
こ
と
、
も
う
一
つ

は
、
多
量
の
酒
を
飲
む
こ
と
自
体
が
生
命
の
危
機
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
史
書
の
記
し
た
こ
と
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
阮
籍
に
は
常
に
死
の
危
険
が

ま
と
わ
り
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
阮
籍
は
そ
の
危
険
を
た
だ
甘
受
し
て
い
た

の
で
は
な
い
。『
三
国
志
』
は
「
籍
禮
教
に
拘
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
發
言

は
玄
遠
に
し
て
、
口
は
人
物
を
臧
否
せ
ず
」
と
言
い
、『
世
説
新
語
』
は
「
晉

文
王
阮
嗣
宗
を
至
慎
と
稱
す
。
之
と
言
う

に
、
言
皆
な
玄
遠
に
し
て
、
未
だ

嘗
て
人
物
を
臧
否
せ
ず
」
と
記
す
。
阮
籍
は
、
礼
教
に
は
拘
ら
な
か
っ
た
が
、

発
言
は
玄
遠
で
意
味
が
不
明
確
で
、
決
し
て
人
物
の
善
し
悪
し
を
評
し
な
か
っ

た
。
阮
籍
は
、
舌
禍
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
発
言
に
気
を
付
け
て
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
彼
の
文
章
が
人
よ
り
抜
き
ん
出
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
。
彼
は
確
か
に
危
険
な
社
会
を
生
き
て
い
た
が
、
彼
の
生
み
出
す
詩
、

賦
、
記
、
論
な
ど
文
章
の
巧
み
さ
が
彼
を
生
か
し
た
の
で
あ
る
。

曹
丕
の
「
典
論
論
文
」
を
思
い
起
こ
そ
う
。

蓋
し
文
章
は
經
國
の
大
業
、
不
朽
の
盛
事
な
り
。
年
壽
は
時
有
り
て
尽
き
、

榮
樂
は
其
の
身
に
止
ま
る
。
二
者
は
必
至
の
常
期
に
し
て
、
未
だ
文
章
の

無
窮
に
若
か
ず
。
是
を
以
て
古
の
作
者
、
身
を
翰
墨
に
寄
せ
、
意
を
篇
籍

に
見
わ
し
、
良
史
の
辭
を
假
ら
ず
、
飛
馳
の
勢
に
託
さ
ず
し
て
、
声
名
は

自
ず
か
ら
後
に
傳
わ
る
。

文
章
は
、
経
国
の
大
業
、
不
朽
の
盛
事
で
あ
る
。
年
齢
や
栄
誉
は
期
間
が
決
め

十
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ら
れ
そ
の
身
に
限
定
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
文
章
は
無
窮
即
ち
永
遠
で
あ
り
、
自

ら
の
力
で
名
声
を
後
世
に
伝
え
る
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
章
こ
そ
が

阮
籍
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
阮
籍
の
身
体
は
確
か
に
魏
の
国
と
時

代
を
生
き
て
い
た
が
、
し
か
し
、
阮
籍
は
自
ら
を
文
章
に
よ
っ
て
生
き
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
が
日
常
の
時
空
を
超
え
て
、
永
遠
の
生
を
得
る
。
こ
れ

と
同
様
に
、
文
章
の
中
で
は
、
大
人
先
生
の
飛
翔
、
大
鳥
の
飛
翔
、
神
仙
の
飛

翔
に
よ
っ
て
、「
我
」
は
時
空
を
融
合
し
て
永
遠
性
と
悠
遠
性
を
獲
得
で
き
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
阮
籍
と
「
我
」
の
永
遠
希
求
と
い
う
一
致
を
見
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
以
下
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
祖
先
や
帝
と
い
っ
た
人
を
超

越
し
た
存
在
と
の
関
係
の
中
で
人
間
存
在
を
捉
え
て
き
た
殷
が
周
に
滅
ぼ
さ
れ

て
以
来
、
人
は
常
に
天
と
の
関
係
の
中
で
存
在
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

と
思
想
は
、
天
が
天
地
、
天
道
、
天
時
と
時
間
空
間
的
に
自
己
展
開
し
よ
う
と

も
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
15
。
そ
の
よ
う
に
天
に
主
宰
さ
れ
た
世
界
の
中

で
は
、
人
間
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
拘
束
さ
れ
、
決
し
て
そ
の
世
界
か
ら

逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
時
間
は
悲
し
み
で
あ
り
空
間

も
ま
た
悲
し
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
命
的
世
界
そ
の
も
の
で
あ
る
漢
王
朝

が
潰
え
よ
う
と
す
る
時
、
そ
の
天
へ
の
懐
疑
は
客
観
的
批
判
的
思
想
と
な
る
。

阮
籍
は
そ
の
思
想
を
受
け
入
れ
た
。
天
の
相
対
化
の
中
で
、
阮
籍
は
受
け
身
的

で
は
あ
る
が
、
文
章
を
通
し
て
自
由
な
る
空
間
と
時
間
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
天
や
時
間
、
空
間
か
ら
の
拘
束
と
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
自
立
を
求

め
る
人
間
の
姿
の
記
述
で
あ
り
、
天
命
と
格
闘
し
た
後
漢
末
か
ら
魏
の
時
代
の

人
々
に
対
す
る
一
つ
の
答
え
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
阮
籍
の
歴
史
的
存
在
意
義
で

あ
り
、
阮
籍
は
一
人
こ
こ
に
立
っ
て
い
る
。

注１
　
『
東
方
学
報
』
二
八
号
　
一
九
五
八
年
。

２
　
岩
波
文
庫
版
　
一
九
八
一
年
　
初
出
『
中
国
文
学
報
』
第
五
冊
・
第
六
冊

一
九
五
六
・
七
年
。

３
　
中
田
浩
一
「
負
薪
―
阮
籍
の
心
的
態
度
―
」（『
集
刊
東
洋
学
』
32

一
九

七
四
）、
堀
池
信
夫
『
漢
魏
思
想
史
研
究
』（
第
三
章
「
魏
晋
期
の
思
想
」

「
阮
籍
の
思
想
」）
明
治
書
院
　
一
九
八
八
年
。

４
　
大
上
正
美
氏
の
研
究
は
文
学
に
起
点
を
置
き
、
阮
籍
の
著
作
を
文
学
作
品

と
し
て
分
析
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
結
局
は
、「
文
学
作
品
の
成
立
は

現
実
次
元
と
は
次
元
を
異
に
す
る
の
は
言
う
も
で
も
な
い
が
、
し
か
し
単

純
に
文
学
が
現
実
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
以
上
、
現
実
の
生
の
苦

闘
に
媒
介
さ
れ
て
は
じ
め
て
表
現
の
世
界
は
深
み
を
ま
す
。」（『
阮
籍
・

康
の
文
学
』
創
文
社
　
二
〇
〇
〇
年
）
と
現
実
の
意
義
を
重
視
す
る
も
の

で
あ
り
、
文
学
理
論
に
基
づ
く
研
究
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

５
　
『
阮
籍
審
美
思
想
研
究
』
文
津
出
版
社
　
台
北
　
一
九
九
九
年
。

６
　
天
人
の
分
を
提
唱
し
た
『
荀
子
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
人
間
存
在
把
握
の

根
底
に
は
天
人
合
一
の
考
え
が
あ
る
。
著
者
自
身
は
、
中
国
古
代
の
天
人

思
想
の
底
流
に
は
天
人
の
分
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
家
は
、
論
理
的

に
は
天
人
の
分
を
認
識
し
な
が
ら
も
存
在
論
、
認
識
論
と
し
て
の
天
人
合

十
九
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一
を
主
張
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
別
稿
を
準
備
中

で
あ
る
。

７
　
堀
池
前
掲
書
。

８
　
『
詠
壊
詩
』
は
黄
節
の
『
阮
歩
兵
詠
壊
詩
注
』（『
漢
魏
六
朝
詩
六
種
』
人

民
文
学
出
版
社
　
二
〇
〇
八
年
）
を
底
本
に
し
、
そ
の
他
は
、
陳
伯
君
の

『
阮
籍
集
校
注
』（
中
華
書
局
　
一
九
八
七
年
）
を
底
本
と
し
た
。

９
　
戸
倉
英
美
氏
は
、
阮
籍
の
空
間
を
「
目
を
そ
む
け
た
く
な
る
よ
う
な
空
虚
、

苦
痛
の
空
間
」「
孤
独
」
な
空
間
で
あ
る
と
い
う
。「
魏
晋
六
朝
詩
に
お
け
る

空
間
表
現
の
形
式
と
そ
の
変
化
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
二
冊

一
九
八
七
年
）。

10

川
合
康
三
氏
は
、「
い
つ
の
ま
に
か
鳥
と
一
体
化
し
て
し
ま
う
。
…
…

変
容
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼに
属
す
る
比
喩
で
あ
る
。」（「
阮
籍
の
飛
翔
」『
中
国
文
学
報
』
第
二
十

九
冊
　
一
九
七
八
年
）。

11

『
中
国
文
学
報
』
第
十
冊
・
第
十
二
冊
・
第
十
四
冊
（
一
九
五
九
・
六
〇
・

六
一
年
）。

12

『
中
国
文
学
報
』
第
五
冊
　
一
九
五
六
年
。

13

福
永
光
司
氏
は
、「『
大
人
賦
』
の
思
想
的
系
譜
―
辞
賦
の
文
学
と
老
荘
の

哲
学
―
」（『
東
方
学
報
』
京
都
第
四
十
一
冊
　
一
九
七
〇
年
）、「
中
国
に
お

け
る
天
地
崩
壊
の
思
想
」（『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
一
九
六

八
年
）
に
お
い
て
、
大
人
先
生
伝
を
大
人
の
系
譜
と
天
地
崩
壊
物
語
の
系

譜
の
両
方
の
面
か
ら
考
察
し
、
絶
対
な
る
も
の
絶
対
な
る
自
由
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
神
仙
世
界
へ
と
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
こ
に
生

き
る
意
志
を
見
出
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

14

『
荘
子
』
の
飛
翔
と
ど
う
違
う
の
か
が
、
た
ち
ま
ち
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

福
永
光
司
氏
前
掲
論
文
「『
大
人
賦
』
の
思
想
的
系
譜
」
に
お
い
て
、
司
馬

相
如
の
『
大
人
賦
』
を
初
め
と
し
て
『
荘
子
』
在
宥
の
大
人
と
深
い
関
わ

り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
大
人
先
生
伝
」
に
関
し
て
は
、「
大
人
」
即
ち

『
荘
子
』
的
超
越
者
の
生
き
方
を
讃
美
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

そ
こ
に
は
「
老
荘
の
哲
学
か
ら
六
朝
の
道
教
へ
の
推
移
が
ま
ざ
ま
ざ
と
感

得
さ
れ
る
」
と
言
う
。
老
荘
か
ら
道
教
へ
と
い
う
思
想
史
の
展
開
か
ら
そ

う
読
み
取
っ
た
の
で
あ
る
が
、
飛
翔
自
体
に
焦
点
を
当
て
れ
ば
、『
荘
子
』

に
は
常
に
天
が
あ
り
、
天
の
ま
ま
に
道
と
一
体
化
す
る
飛
翔
で
あ
り
、
そ

れ
は
造
化
と
友
で
あ
っ
て
も
、「
四
海
の
外
に
遊
ぶ
」「
吾
は
天
地
と
常
為
り
」

で
あ
る
飛
翔
で
あ
っ
て
、
天
を
突
き
抜
け
た
無
窮
の
空
間
と
永
遠
の
時
間

の
飛
翔
で
は
な
い
。
更
に
言
え
ば
、『
荘
子
』
に
お
い
て
は
世
俗
的
欲
望
や

生
死
か
ら
の
超
越
と
し
て
の
飛
翔
で
あ
る
が
、
大
人
先
生
の
飛
翔
は
ま
さ

に
一
人
で
も
生
き
抜
く
た
め
の
強
い
意
志
あ
る
い
は
生
へ
の
欲
望
の
飛
翔

で
あ
る
。
両
者
の
飛
翔
の
間
に
は
こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

15

天
人
の
分
を
説
い
た
『
荀
子
』
に
お
い
て
も
、
人
間
存
在
の
根
源
に
は
天

が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
天
人
合
一
の
発
想
は
荀
子
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

付
記：

本
稿
は
、「
天
、
自
然
與
空
間
」
国
際
学
術
研
討
会
（
台
湾
大
学
、
二

〇
〇
八
年
九
月
二
十
五
・
二
十
六
日
）
に
て
行
っ
た
口
頭
発
表
を
も
と
に

し
た
も
の
で
あ
り
、
井
上
厚
史
氏
（
島
根
県
立
大
学
）
を
研
究
代
表
と
す

二
十
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る
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
文
明
の
衝
突
と
「
天
」
の
観
念
の
変
容
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

二
十
一
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二
十
二




